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中央大学図書館
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凡　例

一、本書は、中央大学図書館（文学部研究室を含む）が所蔵する狂歌本、および狂歌に

関連する書籍の解題目録である。ただし、野崎左文に関係するものを除いて翻刻本・

複製本は除外した。

一、まず刊本を年代順に、その次に写本（自筆稿本）を排列した。

一、平仮名は現行の字体、漢字は新字体を用いた。

一、改行については、「／」で示した。

一、版木の摩耗などの理由により判読不能である文字については「□」で示した。

一、書誌事項は下記の要領で記述したが、該当事項の備わらない場合は省略した。

書名 外題を優先し、外題が存在しない場合は他の題名を採用した。書名に続けて、

刊写の別、版型、巻数を記載し、次行に請求記号と 番号を記した。

表紙 表紙の色、模様、大きさを記した。

外題 記載内容と、題簽・直書の別、原・後補の別、記載位置を記した。題簽の場合

は、枠の種類、大きさを記した。

構成 全体の構成を丁数をもって記した。

柱刻 柱題・巻数・魚尾・丁付など、柱刻構成要素を記した。

丁付 柱刻に備わらないものについて丁付の内容を記した。



見返 記事を記し、その他特記すべきことを括弧内に示した。

内題 内題下記事も記した。

前付 序・目録等本文の前に備わる記事から題・年記・書名を出現順に記した。

本文 匡郭の種類及び大きさ、界線の有無、半丁行数、無郭のものについて字高等を

記した。また本文末の記事もここに記した。

尾題 尾題を記した。

後付 跋題・文末年記・署名を記した。

刊記 全文を翻字した。

広告 広告記事を説明した。

印記 印文を「　」で囲んで記述し、続けて押捺箇所、形状、陰陽の別、朱墨の別、

大きさを記した。

識語 記載箇所、記事内容を記した。

備考 上記以外で重要と思われる項目を適宜記した。

一、項目の末尾に執筆担当者を記した。



家津と　刊・半紙本 巻 冊

表紙 白茶地に格子と朝顔雲母刷、 × 糎

外題 題簽「家津と　全」（左肩単郭、 × 糎）

構成 見返、口絵半丁、序 丁半、本文 丁、跋半丁、刊記半丁、蔵版目録 丁半

（半丁は後表紙見返）

見返 「画象讃／細い目で／ふりさけ／見るハ／ふる里の／象山とやらに／出し／月

かも」（下に貞柳座像あり）

柱刻 「　○」

丁付 丁裏ノド「家二（～三十二）」

前付 口絵（床の間に象の画幅の図）、序「……／淵田不戚序」

内題 「歳旦　油煙斎貞柳」

本文 無郭無界 行、字高 糎

後付 跋「……／万笈堂桑画誌／ 享保十四己酉歳蘭月朔」



刊記 「大坂雛屋町／撰者　堺屋四良兵衛／享保十四年酉七月／浪華書林　阿波坐衽

町 寺田善助／八尾与八郎」

広告 蔵版目録「永昌堂板行書目抜書／（「王常訓」以下 点）／御書物御経類古本

売買所　大坂心斎橋通伝馬町　柏原屋左兵衛板」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）、「□□／□印」（口絵、方形陰刻朱印、 × 糎、難読）

備考 後印本。摺刷不良。

正編、続編ともに好評により長期にわたって印刷刊行された。諸本にさまざまあ

り、書名や序跋の取り合わせ等複雑な様相を呈する。 （斉藤理香）

狂

歌
続家津と　刊・半紙本 巻 冊

表紙 白茶色無地、 × 糎

外題 題簽「狂
歌 続家津と 　　由縁斎貞柳作

并相伝書　　　　」（左肩無郭、 × 糎）

構成 序 丁、口絵 丁、本文 丁、「狂歌式」 丁半、跋半丁、後表紙見返に蔵版

目録



柱刻 「初（～三十三）」

前付 口絵（「狂歌二聖」「狂歌六歌仙」の狂歌に取り合わせた絵）、序「……／油煙斎貞

柳誌」

本文 無郭無界 行、字高 糎

後付 「狂歌式／……／油煙斎書之」、跋「……／可親軒主人書」

広告 蔵版目録「狂歌誹書目録／（「後撰夷曲集」以下 点）」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

備考 後印本。摺刷不良。 （斉藤理香）

万載狂歌集　刊・半紙本 巻 冊

　

表紙 白茶色地、麻の葉に小菊の丸散らし模様型押、 × 糎



外題 題簽「萬載狂歌集　四季　離別
羇旅　哀傷」「萬載狂歌集　賀　恋　雑

釈教　神祠」（題簽下に「上」「下」墨

書あり）

柱刻 「序　　〇一（～四）」「序　　〇」「　　〇一（～四十九）」、「　　〇五十（～

九十五）」「　　〇」

構成 上冊 序 丁、序 丁、本文 丁（春歌上 丁、春歌下 丁、夏歌 丁、秋歌上

丁、秋歌下 丁、冬歌 丁、離別歌 丁、羇旅歌 丁、哀傷歌 丁、賀歌 丁）、下

冊 本文 丁（恋歌上 丁、恋歌下 丁、雑歌上 丁、雑歌下 丁、雑体 丁、釈

教歌 丁、神祠歌 丁）、跋 丁、後表紙見返に刊記

前付 序「……天明みつのとしはるの日のなが／＼とゑらひ終れるになんありける／

朱楽菅江」、「……時天明三年歳次癸卯四方山人等序」

内題 「萬載狂歌集巻第一（～十七）」

本文 無郭無界十行、字高 糎

後付 跋「……橘のやちまたかのふる事しかり」

刊記 「天明三癸卯歳孟春吉日／京都柳馬場四条下ル所本家　須原屋仕入店／大坂順

慶町五丁目　柏原屋与左衛門／大坂心斎橋筋伝馬町　柏原屋佐兵衛／江戸浅

草茅町二町目　原須屋伊八板」

広告 「徳和歌後萬載集　出来／狂歌拾遺　嗣出」（刊記前）

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）、松紋印（見返・各巻首、陽刻緑墨印、 × 糎）

備考 後印本。初印本と目されている大妻女子大学図書館所蔵本の刊記は「天明三癸

卯歳孟春吉日／京都柳馬場四条下ル所本家／須原屋仕入店／大阪心斎橋節順

慶町五丁目／柏原屋佐兵衛／東叡山下池之端仲町／須原屋伊八板」となってい

る。また、大妻本は賀歌が下冊の首にあるが、中大本は上巻末にある。

（梁喜辰）

故混馬鹿集 乾　刊・半紙本 巻 冊（乾冊のみの零本）



　

表紙 錆浅葱色無地、 × 糎

外題 原題簽「故混馬鹿集　乾」（左肩単郭、 × 糎）

構成 序 丁、巻一本文 丁、巻二本文 丁、巻三本文 丁、巻四本文 丁半、巻

五本文 丁、巻六本文 丁半、巻七本文 丁

丁付 （丁裏のど）「をうあ集序一（～三）」、「六タイノ一（～九）」、「春ノ一（～十

八）」、「夏ノ一（～九）」、「秋ノ一（～十三）」、「冬の一（～八）」、「をうあ集

上一（～五十七）」

前付 序「……天明四年甲辰十二月廿日過尻より逐るゝはかりいそがしき片手にかい

あつめ終れはいにしへを忍ふ人定めて今をわらはさらめやもといまた口へら

す漢江等かあまりのことにたはふるゝもいらさる事の」

内題 「狂言鶯蛙集巻第一（～第七）」

本文 無郭無界約 行、字高 糎

尾題 「狂言鶯蛙集巻上終」



印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）、松紋印（巻首陽刻緑墨印、 × 糎）

識語 「鈴木氏」（後表紙左下） （吉川東）

徳和歌後万載集　刊・半紙本 巻 冊

　

表紙 象牙色地に千歳緑の桜唐草と鶴の丸散らし（刷）、 × 糎

外題 題簽欠（剥離跡あり）、左肩直書「徳和歌後万載集　上（下）」

内題 「徳和歌後万載集巻第一（～十五）」

構成 上冊 序 丁、序 丁、巻一本文 丁半、白紙半丁、巻二本文 丁半、白紙半

丁、巻三本文 丁半、巻四本文 丁、巻五本文 丁、巻六本文 丁半、全

丁、下冊 巻七本文 丁、巻八本文 丁、巻九本文 丁半、巻十本文 丁、

巻十一本文 丁、巻十二本文 丁、巻十三本文 丁、巻十四本文 丁半、白紙

半丁、巻十五本文 四丁、跋 丁半、白紙半丁、広告 丁、後表紙見返に刊

記、全 丁半



柱刻 上冊 「序」「　○一（～三）」「　一～（四十九）」、下冊 「　又一（～又五十八）

」「　一（～二）」

前付 序「みろく十年辰のとしきのふとたつたる春のはしめこれをひろむ名つけて徳

若後万載集とやらかす事しかり」、「徳和歌後万載集序／……／あめあきらけ

き／よつのとし／むつき　山手白人誌（印）」

後付 跋「……ときに天明四年うつきのはしめあけら漢江しるす」

本文 無郭、無界 行、字高 糎

刊記 「天明五年乙巳孟春吉日／狂歌拾遺　嗣出／京都柳馬場四条下ル所本家　須原

屋仕入店／大坂順慶町五丁目　柏原屋与左衛門／大坂心斎橋筋伝馬町　柏原

屋佐兵衛／江戸東叡山下池之端仲町　須原屋伊八板」

広告 蔵版目録「青黎閣藏版標目 東叡山池ノ端
仲町　　　　／須原屋伊八梓」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（上冊見返・下冊遊紙裏、矩

形陽刻朱印、 × 糎）、松紋印（巻首陽刻緑墨印、 × 糎）、「倉氏／之

蔵」（各冊巻首、方形陽刻朱印、 × 糎）、「学厦」（下冊巻首右下、方形陰刻

朱印、 × 糎）、「伊（丸で囲み）」（円形陽刻墨印、 × 、上下巻首右上）

備考 中大本は摺刷も良好で初印に近いと思われる。本書には諸種の形態のものが確

認される。三つの序跋の位置は不安定で、山手白人序はほぼ前付にあるが、四

方赤良と朱楽漢江の序の位置は前後定まらない。また、蔵版目録を付載するも

のとそうではないものとがあり、その目録には 丁のものから 丁のものまで

さまざまある。中大本は 丁を備えて掲載書も初印当時のものに近いと思われ

るが、「初期の二丁から次第に増して八丁のものもある。売行きがよくて宣伝

効果が高いためであろう」という濱田義一郎の指摘がある（『大田南畝全集 一』

解題、岩波書店、 ）。刊記については、須原屋伊八住所が「東叡山下池

之端仲町」となっているものと「江戸浅草茅町二丁目」と改刻されているもの

の二種、そのほかに『万載狂歌集』のものを流用しているものがある（鈴木俊

幸蔵本）。また、四方赤良の序第 丁が、覆刻による別版で摺刷されているも

のがある（鈴木俊幸本、静岡県立中央図書館葵文庫本、都立中央図書館東京誌料本、

国文学研究資料館本）。 （吉川東）



狂歌 後集　中本 巻 冊

　

表紙 海老茶色無地、 × 糎

外題 題簽欠

構成 序 丁、目録 丁、本文 丁、後表紙見返に刊記

丁付 丁裏のど「ケイ後篇序ノ一」「ケイ篇序二」「ケイ後酔　竹目ノ一」「ケイ後酔

竹目ノ三」「ケイ後酔　竹一（二）」「酔竹側ケイ後篇三」「ケイ後篇竹四」「ケ

イ後酔竹五」「ケイ後篇竹六」「ケイ後酔竹七（八）」「ケイ後竹九（～十二）」

「ケイ後扁十三」「ケイ竹十　四」「ケイ後扁十五」「ケイ後竹十六」「ケイ後扁

十七」「ケイ後竹十八（～二十）」「ケイ後酔竹廿一（～廿四）」

前付 目録「狂歌 後集／このひとまきはさきにものせし狂歌 にもらしつるはんざ

たちをこと／＼くえりあつめてかゝげ出せる也猶これにもおくれたる人／＼は

またのちのあつめをまちていやつぎ／＼にくはしうすへきものぞ／……」、序

「……／かくいふはむさしの国人式亭のあるし／三馬／文化ふたとせといふと

しのさつきすゑつかた／ふみの屋のまとのもとにうつしをへぬ」

本文 四周単辺、無界 行、匡郭左上欄外に「酔亀亭判高点抄出」など見出しあり



刊記 「文化三歳在丙寅春王正月発兌　式亭三馬輯／発客書舗　京都寺町通　蓍屋善

助／大阪心斎橋　河内屋太助／尾州名古屋　永楽屋東四郎／江戸通油町　蔦

屋重三郎／製本所　江戸数寄屋橋御門筋南江下ル山下町　萬屋太治右衛門／

萬屋太助」

識語 「春七拾八首／夏六拾七首／秋五拾六首／冬四拾一首／恋五拾一首／雑五拾首

／合三百四拾一首（「三百五拾三首」を上から訂正）／砂楽斎」（見返）

印記 見返「花井卓蔵文庫」（矩形陽刻朱印）、巻首「日本書／生山田／喜之印」（方

形陰刻朱印） （五嶋靖弘）

狂歌

類題
杓子栗　半紙本 巻 冊

／

　

表紙 薄縹色地、栗の実と葉の模様筆彩（乾冊・坤冊で栗の実・葉の模様に違いあり）、

× 糎

外題 原題簽「狂歌
類題 杓子栗　乾」「狂歌

類題 杓子栗　坤」（左肩単枠、 × 糎）

構成 乾冊 序 丁半、目録 丁半、本文 丁、坤冊 目録 丁、本文 丁、後序

丁、後表紙見返に刊記



柱刻 乾冊 「序一（二）」、「目一（～三）」、 「一（～五十一）」、坤冊 「目一（二）」

「目二」、「一（～六十四）」、「跋」

前付 「……／酔月庵叟馬栗の名におふ飯匙を定矩として序らしきものを述けるはや

／寛政十あまりひとゝし／ふみ月ふみをさらす日」、目録「狂歌杓子栗巻之上」

「狂歌杓子栗巻下」」

内題 「狂歌杓子栗巻之上」 「狂歌杓子栗巻下」

本文 無郭無罫 行、字高 糎

尾題 「狂歌杓子栗下之巻終」

後付 跋「杓子栗後序　丹作／……」

刊記 「文化五年戊辰春三月発兌／江戸書林／本石町十軒店　西村源六／小伝馬町三

町目　和泉屋幸右衛門／下谷東叡山下角　丸屋甚右衛門」（坤冊後表紙見返）

広告 「狂歌かなつかひ　全一冊」（刊記右）

印記 「下
谷伊勢新」（各巻首尾、矩形墨印）、松紋印（巻首陽刻緑墨印、 × 糎）

備考 各表紙右肩に、かねに「本」の伊勢新貸本票の貼付跡あり。

便々館湖鯉鮒（寛延 年～文政元年、 ～ ）編類題狂歌集。『国書総目録』に

は寛政 年版として慶應義塾大学図書館本、西尾市立図書館岩瀬文庫本が挙げられ

てはいるが、これらには刊記がなく、序の年記「寛政十あまりひとゝし」によった

ものと思われる。有刊記本の所見はすべて中大本と同様の文化 年刊記のものであ

る。 （五嶋靖弘）

狂歌

類題
後杓子栗　半紙本 巻 冊

／

表紙 薄縹色地に、栗の実と葉の模様手彩（恋冊雑冊で栗の実・葉の模様に違いあり）、

× 糎

外題 題簽「狂歌
類題 後杓子栗　恋」「狂歌

類題 後杓子栗　雑」（左肩無郭、 × 糎）



構成 恋冊 見返、目録 丁、本文 丁、雑冊 目録 丁半、本文 丁、後表紙見返

に刊記

　

見返 角丸三重枠内「（魁星印）便々館大人輯　恋 雑／後集完二冊／狂歌
類題 後杓子栗／

江戸書賈　崇文堂蔵［印］」

内題 「狂歌杓子栗下末巻」、内題「狂歌後杓子栗下之巻」 「狂歌杓子栗下末巻」

柱刻 恋冊 「二　　目一（二）」、「二　　一（～四十七）」、雑冊 「二　　目一（～

三）」、「二　　一（～五十）」

前付 目録「狂歌後杓子栗下之巻目録／……」

本文 無郭無罫 行、字高 糎

尾題 「狂歌後杓子栗下之巻上終」「狂歌後杓子栗下之巻大尾」

刊記 「文政三年庚辰夏／五月中浣購板／江戸書林／崇文堂／前川六左衛門［印］（「崇

文／堂記」）」（雑冊後表紙見返）

印記 「下
谷伊勢新」（各巻首尾、矩形墨印）、松紋印（巻首陽刻緑墨印、 × 糎）

備考 各表紙右肩に、かねに「本」の伊勢新貸本票貼付跡あり。鈴木俊幸所蔵本「狂

歌後杓子栗」の「春夏」冊見返に「便々館湖鯉鮒大人輯　春夏／秋冬／前集



四季之部三冊／狂歌類題後杓子栗／東都書肆　崇文堂発兌」とあることから、

「狂歌後杓子栗」は、前集「春夏」「秋」「冬」の三冊と、後集「恋」「雑」の二

冊から構成されていることがわかる。 （五嶋靖弘）

前条と同じく便々館湖鯉鮒編の類題狂歌集。上記「冬」の刊記に「五月中浣購板」

とあることから、前集は五月上旬、後集は中旬に刊行された。

〔四方の巴流〕　刊・折本 帖

　

表紙 濃縹色布目地に雷紋繋ぎかたばみ菊花散らし、 × 糎

外題 題簽欠

見返 各冊に目録

構成 序 丁半（見返共）、本文半丁、挿絵見開 丁、本文 丁、挿絵見開 丁、本

文 丁、跋 丁（後表紙見返共）

前付 序「……／四方歌垣主人題［印］［印］」

本文 無郭無界、 首 行

後付 跋「……／一日菴主人／春たてはまつ手に筆をとりの跡／こゝろゆくまゝはな

ちかきせむ」



印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日」（巻首、方型陽刻朱印、 ×

糎）

備考 挿絵第一図（七福神図寄画）落款「洞秀美敬画／行年七十一歳東牛斎蘭香画／

行年六十七歳狩野休円／秀山敬順画／鄰松時六十四歳画／養意惟伝画／ 斎

政美／松意茂博画」、挿絵第二図（絵合図）落款「有耳亭常恒図」

四方歌垣真顔編の歳旦狂歌集。「四方の巴流」という書名の狂歌本は、寛政 年

序の真顔編歳旦狂歌集が一番早い刊行である（京都大学文学部蔵）。次いで寛政 年

にも同題の真顔偏の狂歌集が折帖仕立で出されるが、これは真顔が赤良から四方姓

を継いだことを記念する集である。これが以後の真顔編歳旦狂歌集の一定型となり、

巻頭の七福神の挿絵等も踏襲されていく。寛政 ・ 年にも同題の狂歌集が出され

る。その後の刊本で真顔在世時に確認できるのは、文政 年版である。中央大学所

蔵本は、その体裁や挿絵を踏襲している上、跋中「ことしも四方の巴流の催しあな

れは……」とあることから、「四方の巴流」の題名で編まれた真顔編の歳旦狂歌集で

あることは間違いなかろう。真顔は文政 年に没しているので、それ以前の刊行で

あることは間違いないが、刊行年についての徴証は集中に見当たらず（跋末の狂歌に

してもえとの酉を詠み込んだものとは受け取りにくい）、不明である。 （鈴木俊幸）

堀川次郎百首題狂歌集　刊・半紙本 巻 冊

表紙 薄縹色布目地（後補）、 × 糎

外題 後補題簽「狂歌次郎百首　六樹園撰
　　　　　全」（左肩、墨書、無郭、 × ）

構成 本文 丁

柱刻 「次郎百首　○一（～七十三）」

本文 四周単辺、無界 行、匡郭 × 糎、挿画 図。

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）、松紋印（巻首陽刻緑墨印、 × 糎）

備考 丁表内題部分、 丁裏本文末および尾題部分、 丁表内題部分、 丁裏尾

題部分は未刻墨釘。六樹園（石川雅望）序文の写し（半紙に墨書、一葉）あり。



丁表内題と 丁裏尾題は、上田市立図書館花月文庫本（国文学研究資料館所蔵マ

イクロフィルム）についてみると、内題・尾題ともに「堀川次郎百首題狂歌集」。構

成も序文 丁、本文 丁で、本書の 丁以降はない。歌頭傍に付された歌点も合

致しないところが散見される。本書に挿まれていた六樹園序文の写しも、こののち

に刊行されたものから写したものなのであろう。兼題に目を向けてみると、「元日」

から「旧年立春」まで季節順に配されており、一年の月次狂歌会の詠草をまとめた

ものであると思われる。 丁以降は「忍恋」から「猿」まであるが、どういった理

由で 丁以前と分けられたのかは不明である。また、本書 丁以降にも柱に「次

郎百首」と刻されているが、これがどのような題名でまとめられたかについても不

明である。なお、本書がまとめられるにあたっては『永久四年百首』が念頭にあっ

たようで、このことは六樹園（石川雅望）序文「永久稿の二郎といひては船頭の名に

似たれども……」云々より明らかである。

（浅埜晴子・磯部敦・瀧田裕子）

狂歌新杓子栗 上　中本 巻 冊（下巻欠）

表紙 薄縹色布目、 × 糎



外題 題簽「狂哥新杓子栗　上」（左肩単郭）

構成 序 丁、本文 丁

柱刻 「一（～三十一）」

前付 序「……／文政十三年／寅仲冬／七十二叟／田鶴丸しるす」

内題 「狂歌新杓子栗　上」

本文 無郭無界 行、字高 糎

尾題 「狂歌新杓子栗上巻終」

備考 天象・地儀・人物・春・夏・秋・曲水・汐干・涅槃・西行忌・彼岸・木・火・

土・金・水・井出玉川・摂津玉川・武蔵玉川・野路玉川・野田玉川・紀伊玉川・

萩・尾花・葛花・菊の 題。

　

『国書総目録』は『狂歌書目集成』を拠り所として、二冊、著者便々館、天保元

年刊とする。しかし、序文に「六樹便々の名たゝるふた木の大人たちかえらばれし

一とちの袖草紙こそうへよき道のしをりには有りけれ」とあるので、六樹園飯盛と

便々館湖鯉鮒の二人の撰とすべきであろう。 （五嶋靖弘）



狂歌画像作者部類　大本 巻 冊

　

表紙 薄縹色布目、 × 糎

外題 題簽「狂歌画像作者部類　上（下）」（中央無郭）

構成 上冊 序 丁、本文 丁、下冊 本文 丁、後表紙見返に刊記・広告

柱刻 上冊「作者部類序　一（二）」、「作者部類　一（～四十五）」、下冊 「作者部類

　四十六（～八十五）」　

前付 序「……／六樹園」

本文 四周単辺、無罫行数不定

刊記 「文化辛未季秋発行／（広告）／書肆　東武　角丸屋甚助／尾張　永楽屋東四

郎梓」

広告 「狂歌初心抄　橘洲大人著　全一冊／同才蔵集　四方山人撰　全二冊／同画像

作者部類　六樹園大人撰　全二冊／同不ト集　便々館大人撰　全二冊／しみ



のすみか物語　六樹園大人作　全二冊／江戸職人歌合　石原先生著　全二冊」

（刊記中）

印記 松紋印（各巻首陽刻緑墨印、 × 糎）、「中村図書」（矩形陽刻朱印）

下段本文には、肖像画とともに狂歌・狂歌師名・別号・住居が半丁に 人ずつ書

かれている。総数 人（上冊 人、下冊 人）。 頭書は、「古人之部」（ 丁表～

丁裏） 人、「現代作者之部」（ 丁表～ 丁裏） 人、「安永天明之頃作者之部」

人から構成されており、 いずれも狂歌・狂歌師名・別号・住居を記す。そのう

ち 丁裏の「亀占正」、 丁表「文屋古文」、 丁裏「抱亭五清」の 人は肖像画

あり。なお、「文屋古文」は「狂歌画像作者部類」の版元永楽屋東四郎である。巻末

頭書抱亭五清肖像に「清澄画」とあり、本書で画工を務めた五清の肖像のみ飯盛息

石川清澄が手掛けたもののようである。

中央大学所蔵本には下巻頭書部分三ヶ所に墨書貼紙がある。すなわち、 丁裏頭

書「山井寿女」の記事上に「渋柿本住」の記事、 丁表頭書「紀寛」の記事の上に

「三穂浦近」の記事、同裏「笹裏鈴成」の記事の上に「門田稲葉」のそれぞれ墨書に

よる記事が貼り込まれている。 （五嶋靖弘）

狂歌奇人譚 初編　刊・大本 巻 冊

　

表紙 浅縹色、唐草模様艶出、 × 糎



外題 題簽「狂哥奇人譚　上（下）」（左肩子持枠、 × 糎）

構成 上巻 見返、序 丁半、目録 丁、凡例半丁、本文 丁、下巻 本文 丁、狂

歌 丁、跋 丁半、広告・刊記半丁

柱刻 「狂歌奇人初編上　序一（～三）」「狂歌奇人初編上　一（～二十八）」「狂歌奇

人初編下　一（～二十六）」「狂歌奇人初編下　跋甲（乙）」

前付 序「……／文政七年五月／六樹園主人」

内題 「狂歌現在奇人譚初編之上（下）／東都　八島定岡著」

本文 無郭無界 行、字高 糎、各話に挿絵あり

後付 跋「……／福廼屋内成／文政七年五月」

刊記 「文政七年申歳五月／書肆　江戸日本橋通壱丁目 大阪屋茂吉」

広告 「狂歌現在奇人譚初編　二冊　出来／同　後編　二冊　出来／狂哥作者列伝　

二冊　出来／俳諧哥奇人譚　三冊　近刻／狂歌古今奇人譚　二冊　近刻」（下

巻刊記右）

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（各冊見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

天明～文化文政期に活躍した江戸の狂歌師達の逸話を集めそれぞれに一画をそえ

た逸話集である。三編まで刊行されたが、本資料はその初編のみである。摺刷が細

部まで鮮明であり、初印に近いと思われる。

鬼外棲内成、岸廼屋男浪、大川亭厚丸、祭遊亭清喜、祭永亭持丸、文々舎蟹子丸、

六樹園飯盛、青峩園真砂子（以上上巻）、浅桐庵一村、新泉園鷺丸、三寸亭草美、塵

外棲清澄、五柳園一人、倭和多守、水晶庵染主、形上是粘、壺椿棲哥種（以上下巻）

の計 名が取り上げられ、その後ろに、春夏秋冬、雑、恋、拾遺の部類別に半丁

首、計 首の狂歌を付載する。狂歌の作者は主に逸話で取り上げられた人物で

ある。序に「此書にのせたる人々はあへて歌のよしあしにかかはりつるにはあらず、

儀を守り礼をあつくし、あるいは聖賢の志ある人、智ある人、博識の人、もの一芸

に秀でつる人、またはをかしみある人……」とある通り、特に天明以降に数多く生

まれた狂歌の派閥の一つに集中することはないようであるが、定岡自身が属した五

側社中が多いように見受けられる。



編者の八島定岡は岳亭丘山ともいい、本姓は菅原、通称は丸屋斧吉、画号ははじ

め春信、のちに定岡、狂名を堀川太郎・堀河多楼、字は鳳卿、岳亭で、五岳、岳山、

一老ほかさまざまな別号を持つ。浮世絵と戯作をよくし、画は堤秋栄・魚屋北渓・

葛飾北斎に師事し、狂歌を窓廼叢竹、六樹園に学んでいる。 （金津有紀子）

狂歌奇人譚 初編・二編・三編　刊・大本 編 巻 冊

表紙 藍色、雲に唐草模様艶出、 × 糎

外題 題簽「狂哥奇人譚　上（下）」「狂哥奇人譚 二編
　　 上（下）」「狂哥奇人譚 三編

　　 上

（下）」（左肩子持枠、 × 糎）

見返 初編「八島定岡著／狂歌奇人譚／愛知書肆　文光堂蔵」（紅色料紙、四周双辺）

構成 初編上 見返、序 丁半、目録 丁、凡例半丁、本文 丁、初編下 本文 丁、

跋 丁半、広告・刊記半丁、二編上 序 丁半、目録 丁、凡例半丁、本文

丁、二編下 本文 丁半、跋 丁、広告・刊記半丁、三編上 序 丁半、目録

丁、凡例半丁、本文 丁、三編下 本文 丁半、刊記半丁、跋 丁

柱刻 初編「狂歌奇人初編上　序一（～三）」「狂歌奇人初編上　一（～二十八）」「狂

歌奇人初編下　一（～二十六）」「狂歌奇人初編下　跋甲（乙）」、二編 「狂歌

奇人後編上　序一（～三）」「狂歌奇人後編上　一（～二十六）」「狂歌奇人後編

下　一（～二十八）」、三編 「狂歌奇人三編上　序一（～三）」「狂歌奇人三編

上　一（～二十七）」「狂歌奇人三編下　一（～二十六）」

前付 初編序「……／文政七年五月／六樹園主人」、二編序「……／文政七年歳次閼

逢 灘閏八月／源朝臣光博選［印］（光博）／臣直方謹書［印］（直方）［印］

（子肖）、三編序「……／六樹園」

内題 「狂歌現在奇人譚初編之上（下）／東都　八島定岡著」、「狂歌現在奇人譚後編

上（下）／東武　八島定岡著」、「狂歌現在奇人譚三編上（下）／東武　八島定

岡著」

本文 無郭無界 行、字高 糎、各話に挿絵あり



後付 初編跋「……／福廼屋内成／文政七年五月」、二編跋「……／福廼屋内成／文

政七年閏八月」、三編跋「……／文々舎蟹子丸／小臺堂書」

刊記 初編「文政七年申歳五月／書肆　江戸日本橋通壱丁目 大阪屋茂吉」、二編「東

都書房 日本橋通り一丁目 大坂屋茂吉」、三編 「狂歌現在奇人譚　 初編 二

編 三編／筆者　黙齋三考／彫刻　野瀬保治／東都書房 日本橋通壱丁目 大阪

屋茂吉」

広告 「狂歌現在奇人譚初編　二冊　出来／同　後編　二冊　出来／狂哥作者列伝　

二冊　出来／俳諧哥奇人譚　三冊　近刻／狂歌古今奇人譚　二冊　近刻」（初

編下巻刊記右）、「狂歌現在奇人譚 初編　二編
三編　出来／俳諧和歌奇人譚　近刻／古今画家

奇人譚　近刻／一老物語　全部五冊近刻」（二編下巻刊記右）

備考 狂歌師の逸話集。各編上下 巻 冊、都合 巻 冊からなる。『日本古典文学

大辞典』によると三編に定岡自身が全国から撰集した狂歌を集めた「歌之部」

が 冊加えられ、 編 冊となるとあるが、当該本は「歌之部」を欠く。

　

こちらの初編には、前条にあった狂歌は付されていない。初編 人の他、二編に

は、橘五園香久美、曲亭馬琴、花栖亭直芳、浅紫庵仲住、千柳亭唐丸、万宝亭喜樽、

酒廼屋呑安（以上上巻）、緑樹園元有、春秋庵永女、浅潁庵千本、潁風園千直、壺月

堂市住、金母棲種義、茅一園義澄（以上下巻）の 名。三編には、三筆棲胤成、十

返舎一九、六時園多利雄、松風舎茶廓、貢琴棲根松、世間亭吉住、要義園近住、和

調亭末永（以上上巻）、唐樹園南陀羅、五明棲鳰照、一秋亭落霞、串珠園光音、文景



舎汐道、春廼屋不美人、山外棲金成、夢中棲拔之、百種園有武の 名、計 名に

ついての逸話が記されている。記載人物は初編と同様、文化文政期の江戸出身の狂

歌師をとりあげているが、二編三編についてはその派閥などは偏りがなくなってい

るように見受けられる。本書は『狂歌書目集成』によると、毎編必ず色変わりの表

紙を用い一見して区別を明らかにしているとあるが、本学所蔵のものは全て同一の

表紙であり、明治になって愛知の文光堂が求板し、まとめて摺りだした後印本であ

ると考えられる。なお、『狂歌書目集成』によると他に大坂版が存在するようである

が未確認である。 （金津有紀子）

狂

歌
やへかき集　刊・半紙本 巻 冊

　

表紙 薄茶色地八重桜模様型押、 × 糎

外題 題簽「狂
歌やへかき集」（左肩無郭、打曇り料紙、 × 糎））

構成 序 丁、本文 丁



見返 紅色料紙、記事なし

柱刻 「　○　」

前付 序「……／明治卅三年六月　正三位冷泉為紀伯 花野舌長しるす」

本文 四周単辺（朱摺匡郭、 × 糎）、無界 行

刊記 「京都　八重垣社蔵」（後表紙見返）

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）、「非売品」（前付 丁表右上欄外、小判型陽刻朱印）

月次会の返草 年分をまとめて 冊としたものか。各丁ごとに「一月並兼題」か

ら「十二月並兼題」までを配し、各月次会における高点の詠歌を前付短冊に掲載す

る。この短冊は半丁に 首、計 首を載せる。蔵版者の八重垣社とは、八重垣社左

刀のこと。京都の狂歌師を中心に、大阪、名古屋の狂歌師連中の詠歌が載る。月次

会には柳条亭、神森社、西行庵法浅、都柳軒、千尋舎、月廼家、僧正坊、稲の家ら

が判者として名をつらねる。 （浅埜晴子・磯部敦）

狂歌みつのとも　刊・半紙本（仮綴） 巻 冊



表紙 灰色雲母散らし地に、紋白蝶九羽を配す（摺）、 × 糎

外題 摺付「狂歌みつのとも」（中央無郭、 × 糎）

構成 序 丁、本文 丁

柱刻 「　一（～六）」

前付 序「……／明治庚子卯花月　桃の屋主人識」

内題 「本町側連入披露狂歌合／桃廼屋 文廼屋 蟹廼屋 蓮の屋池住 染の屋美水 都々

の屋漁舟 選」

本文 無辺無界 行、末に「明治三十三年四月」、薄墨で雲を刷出した料紙

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

主宰については、内題「本町側連入披露狂歌合」とあることより明らかであろう。

風流部長（寺山星川）「狂歌見聞（上）」（『時事新報』雑報、明治 年 月 日）によ

れば、本町側は世情の推移とともに詠調も変わろうとするところから改進派とも呼

ばれており、それを統べていたのが桃廼屋鶴彦（飯野忠一）であったという。当の桃

廼屋じしんによれば、「……其中興の祖と仰きたる赤良の四方側、橘洲の酔竹側なと

ハ名をのみ残して今日一人の伝ふる者なく、唯其当時よりして連綿残続なせるハ裏

住の本町側のみ。余等其末流にあれハ微々なからも斯道の振興を計る。……今後益

江戸調狂歌の伝統を苧環の糸に繋きて拡張を図り、併せて明治の赤良・橘洲を出さ

んことを期す。……」云々と序文にいう。 （浅埜晴子・磯部敦）

狂歌三都の賑ひ　刊（活版）・半紙本（大和綴） 巻 冊

表紙 枇杷茶色地洋紙に、梅枝に鴬、水面の蛙、丸囲に「本」の模様摺付、 ×

糎

外題 摺付「狂歌三都の賑ひ　全」（中央無郭、 × 糎）

構成 見返、本文 頁、刊記 頁



見返 歌三首（蜀山、白玉翁、貞柳）

柱刻 ノンブル「一」～「七」

内題 「狂歌三都の賑ひ／兼題　東京の天象 京都の地儀 大阪の人事／東京 秋廼屋大

人　京都 柳条亭大人　大阪 都柳軒大人　選」

本文 無辺無界 行、字高 糎、末に「明治卅六年三月廿二日於東京鍛冶橋外油

屋開巻披講」

刊記 「東京　蟹廼屋蔵版」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

　

後表紙無し。書名『三都の賑ひ』は、兼題「東京の天象／京都の地儀／大阪の人

事」にちなんだものか。表紙の図は、本書の主宰が本町側と鴬蛙会であったことを

示していよう。蔵版者の「蟹廼屋」とは、戯作者仮名垣魯文の門下にいた野崎左文

のこと。その左文の『私の見た明治文壇』（春陽堂、 年）によれば、鴬蛙会と

は、桃廼屋鶴彦が「秋廼屋
もちなり

望成（梅本
ぢんさんじん

塵山人）、四世絵馬屋（田沼
がくすけ

額輔）、三世面堂

（津久井
あ ぐ ら

安久楽）、四世弥生庵（海老原
ひなおき

雛興）、四世
きんつうしや

琴通舎（三井富雄）等新進気鋭の作



家を率ゐて青年狂歌会を興し、後に之を鴬蛙会と改め」たもので、その後「花廼屋
かうさい

香哉（三上氏）、首尾の屋
まつかげ

松蔭（宮田氏）、春廼屋梅雄（渡辺氏）、文字の屋関守（鈴

木氏）、鶴の屋千寿（羽生氏）等の数名、判者となつて続々鴬蛙会に入」ったのだと

いう（ 。句読点引用者、ルビは適宜省略）。結成年月については左文の語ると

ころではないが、「文盲の眼も明らけて治る二十八年の春、桃廼屋鶴彦の主唱にて、

絵馬屋額輔と斯く云ふ予も尻馬に乗りて、鴬蛙狂歌会といふ団体をつくり」云々と

いう秋廼屋望成の証言がそなわる（鴬蛙会編『狂歌競鳴集』、 年、秋廼屋望成序）。

鴬蛙会の終焉については不明だが、前掲秋廼屋序文によれば「いささか障ることあ

りて、鴬蛙も久しく鳴く声を停めたり」とある。 （浅埜晴子・磯部敦）

狂歌梅月集　刊（石版）・半紙本（大和綴） 巻 冊

　

表紙 灰色地洋紙に梅枝に月摺付（石版）、 × 糎

外題 摺付「狂歌梅月集」

構成 見返に序、本文 丁

見返 序「はしがき／……／明治癸卯初夏　左文翁」



内題 「狂歌梅月集／兼題　梅薫風／桃廼屋大人 文廼屋大人　選」

本文 無辺無界 行、字高 糎、末に「以上、歌数五百七十六首、作者九十六名

の内抜粋／明治三拾六年三月廿三日京橋区五郎兵衛町油屋開巻披講」

刊記 後表紙見返に「青柳堂製」（円形陽刻朱印、 × 糎）

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

野崎左文序に本書成立のいきさつが記してあり、東風屋寿香と山の屋笑月の入連

披露狂歌会において高点をとった歌をまとめたものとのことだが、明治 年 月の

年記を有する『狂歌みつのとも』（内題「本町側連入披露狂歌合」）に「山本笑月」の名

をみいだしうる。撰者をつとめている「文廼屋」とは「文の屋
ひでしげ

秀茂」のことで、明

治 年 月、日本橋倶楽部にて本町側判者披露をおこなった（『読売新聞』雑報、明

治 年 月 日）。また後表紙見返に押捺される「青柳堂」とは「日本橋区新右衛

門町六番地
せいりう

青柳堂」（『読売新聞』雑報、明治 年 月 日）のことで、野崎左文本町

側判者披露狂歌会開筵のさいの詠首届所であった。なお、本書には上田花月の詠首

も入集している。 （浅埜晴子・磯部敦）

狂歌競鳴集　刊 活版 ・半紙本（大和綴） 巻 冊

表紙 鳶色雲母散らし地に鴬と蛙（前表紙）・梅と水（後表紙）の文様摺付、 ×

糎

外題 摺付「狂
歌競鳴集」（中央無郭、 × 糎）

構成 見返、序 丁、本文 丁半、「鶯蛙会員」名簿半丁、跋 丁、跋半丁、刊記

半丁

見返 小松の絵

前付 序「……／秋農屋安倍川望成」

内題 「狂
歌競鳴集／秋農屋選／鴬蛙会編」



本文 無辺無界 行、字高 糎

尾題 「狂歌競鳴集 （終）」

後付 名寄「鴬蛙会員／……」、跋「跋／……／井之頭公園の畔なる自任庵に於て／

阿武羅蝉成しるす」、跋「……／大正十三年初夏　小秋人園蜩しるす」

刊記 「編輯兼出版人　海老沢猿山人 府下武蔵野村吉祥寺二〇八一／印刷人　波屋

大海堂 吉田弥一郎 東京市京橋区加賀町六」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

鴬蛙会再興以後に行われた月次狂歌会詠草のなかから、秋の屋望成が高点の秀歌

を選び一巻としたもの。鴬蛙会の再興について、阿武羅蝉成（海老沢久太郎）跋文に

「抑わが鴬蛙会の再興せられしハ大正六年正月、薬海房子の許に呑次、福外、朶城の

三子会合せるとき、坐談たま／＼狂歌のことに及び、互に斯道を辿らんと語りしが、

孰れも不知案内にして其方向に迷ひしも、幸に呑次子ハ故桃の屋翁の姻戚なる因に

拠り、同翁に親炙せる秋農屋うしを迎へて先達と頼み、呑次子を世話人となして月



次狂歌の筵を開き、且曩に故翁の創立せられたる鴬蛙会の名を襲ひたりき。……」

とある。後付に「鴬蛙会員」として 名が名を連ねる。 （浅埜晴子・磯部敦）

豊の秋　刊（コロタイプ）・半紙本 巻 冊（大和綴）

表紙 薄茶色布目、 × 糎

外題 題簽「豊の秋」（中央上、無郭、鬱曇料紙）

構成 遊紙 丁、口絵写真 丁、題歌 丁、序 丁、本文 丁（末に刊記）

前付 肖像「小田原別荘に於ける大倉鶴彦大人」、題歌「……／八十八叟［印］（鶴彦

之印）」、序「序／……／大正甲子晩秋　蟹廼屋主人識［印］（左）［印］（文）

／花の屋香書［印］（甘香）」

内題 「鶴彦翁米寿祝賀狂歌集　和歌廼屋大人／秋農屋大人／彌生庵大人 撰」

本文 無辺無界 行、字高 糎、本文料紙は紫雲に水をあしらった模様入り

刊記 「総集歌千百六十六首、出詠人員貳百○参名／大正十三年十一月一日製本出詠

者諸君へ配布す（非売品）」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（肖像裏、矩形陽刻朱印、

× 糎）

　



『豊の秋』は鶴彦の米寿賀集である。これ以前にも、『青葉わか葉』・『鶴の友』が

それぞれの祝賀に合わせて刊行されている。和歌廼屋鶴彦、本名大倉喜八郎（天保八

年～昭和三年）は大倉財閥を創りあげた実業家で、幼名を鶴吉といい、檜園梅明（檜

垣連）を狂歌の師とした。梅明は序にも名が挙がっているが本名田中重兵衛、日本

橋長谷川町に居住し、通二丁目の茶舗山本山の差配人を勤めた人物である。

【参考文献】大成建設編『大成建設社史』（ 、大成建設株式会社） （瀧田裕子）

六樹園狂歌集　刊（コロタイプ・活版）・半紙本 巻 冊

表紙 縹色布目地に五側の紋様、 × 糎

外題 題簽「六樹園狂歌集　全」（左肩、無郭）

構成 序 丁、「六樹園小伝」 丁、遊紙、扉半丁、口絵写真 丁、本文 丁、跋

丁、解題 頁、「石川雅望翁の系譜」綴込

丁付 「一」～「三十九」、「一」～「一四」（頁）

前付 序「換序／……／己巳一月十日　野崎左文／西山雅契 研北」、「六樹園翁小伝」、

口絵写真（短冊・扇面・色紙）

内題 「六樹園狂歌集」



本文 無辺無界、序 行、本文 行、解題四周双辺二段組各 行

尾題 「六樹園狂歌集　尾」

後付 跋「……／昭和四己巳年　月　日　西山清太郎」、解題「石川雅望翁の家系／

西山清太郎／……」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

六樹園百回忌に際し、西山清太郎が狩野快庵を通じて野崎左文に編集を依頼した

ものとみられる。明治 年に刊行された『新群書類従 第十』（国書刊行会）所収『六

樹園家集』（左文編）後に改めて渉猟・採取した 首程度が加えられている。巻末

に西山清太郎による雅望の家系研究があるが、その冒頭によれば、これは『浮世絵

志』（芸艸堂、昭和 ）第 ・ 号に「石川豊信の家」と題して発表されたものの改刪

再録。 （瀧田裕子）

狂歌あづさ弓　刊（コロタイプ）・半紙本 巻 冊

　

表紙 布目地横刷毛、 × 糎



外題 題簽「狂歌あづさ弓」（中央、無郭、金砂子料紙）

構成 序 丁、遊紙 丁、肖像（写真）半丁、題歌半丁、本文 丁、「小叙」（跋）

丁半

前付 序「弓廼屋翁
喜寿祝賀狂歌集の序／……／昭和九年初秋　蟹廼屋老人識」、肖像、題歌「弓

廼屋」

内題 「弓廼屋翁
喜寿祝賀狂歌合／弓廼屋春雄

春廼屋梅雄合撰」

本文 無辺無界 行（前・後序 行）、字高 糎、本文末に「昭和九年六月十七日

於東京幡ヶ谷笹塚蟹廼屋草庵開巻、出詠者七十七名、歌数四百五十余首」

尾題 「喜寿祝賀狂歌集　畢」

後付 「小叙／……」（履歴他略伝）印記　「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和４５年４

月１日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、 × 糎）

備考 後表紙見返に包紙（綴紐）

弓廼屋・春廼屋合撰「寄織物祝」、「房総名所」、山の屋笑月撰「當座百貨店」、蟹の

屋左文撰「當座老人遊戯」が収められている。弓廼屋は本名高橋伊之助、安政五年

房州の生まれで日本橋白木屋に勤め、柴井町に呉服店を開いたがその後も三越等呉

服関係を転々とする。先に挙げた歌題は何れも弓廼屋に関わり深いものである。跋

（小叙）によれば、初号波良のや房成、鎧亭株登、別号樹白雪、山の秋人、山の億住、

山の仲住と称した。序を寄せた左文と同年の生まれで、同時期に本町側糸巻連に属

したことからも親交があったと推測される。 （瀧田裕子）

弐拾七番魚果狂歌合　刊（コロタイプ）・中本 巻 冊

表紙 樺色無地、 × 糎

外題 題簽「弐拾七番魚果狂歌合」（左肩、無郭、 × 糎）

構成 扉半丁、口絵半丁、序 丁、本文 丁半、跋半丁（末に刊記）

扉題 「蟹廼屋詞宗／喜字年賀紀念／魚果狂歌合／題左　春魚類
右　秋果物／判者蟹廼屋大人」



前付 野崎左文自画像および題詠、口絵「自画像［印］（左文）」、序「……秋農屋の

あるじ望成なり。／昭和九年晩夏」

本文 無辺無界 行内外、字高 糎、判詞は朱摺

後付 跋「跋／……／鴬蛙会の同人」

刊記 「此二十七番魚果狂歌合ハ五十部ヲ限リ印刷シテ会員ニ頒ツ／昭和九年八月　

鴬蛙会代表海老沢久太郎」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

備考 昭和 年 月の「鴬蛙会月次狂歌」（秋農屋、杜廼屋選）詠草添付（半紙 丁、

謄写版）

蟹廼屋（野崎左文）の喜寿を記念して行なわれた鴬蛙会狂歌合の詠草。「集れる数

百首の狂歌の中より予め秀逸を選み、これを左右に分」けて蟹廼屋に判者を仰ぐ（秋

農屋序）。 首 番の狂歌合を掲載するが、それぞれに左文の判詞が記載されてい

るのは興味深い。なお野崎左文は、本書が頒布された約 年後の昭和 年 月 日

に没した。 （浅埜晴子・磯部敦）



狂歌あふひ艸　刊（コロタイプ）・半紙本 巻 冊

　

表紙 若草地に葵紋様、 × 糎

外題 題簽「狂歌あふひ艸」（中央上、無郭）

構成 扉半丁、肖像（写真） 丁、序 丁、本文 丁、跋 丁

扉題 「大倉鶴彦翁七周忌追善
二世和歌廼屋襲名披露 狂歌集」

前付 肖像写真二枚「晩年の大倉鶴彦翁」「二世和歌廼屋椎渓」、序「……／昭和甲戌

暮春之候也／二世和歌廼屋門野重九郎［印］（門野）［印］（椎渓）」

内題 「狂歌葵草」

本文 無辺無界、序 行、本文 行、跋 行、字高 糎

尾題 「狂歌葵草　終」

後付 跋「葵草のしりへに記す／……／昭和甲戌のとし初夏／後進　野崎左文」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）



備考 他にもう一本同一書あり（ ）。

大倉鶴彦は初代和歌廼屋（旧号和歌廼門）のことで、本名大倉喜八郎。天保 年生、

昭和 年没（『大倉鶴彦翁』鶴友会編集発行、大正 年 月）。二世和歌廼屋序文によ

れば、初代和歌廼屋七周忌追善および二世襲名披露狂歌会の主催は鶴友会、補翼に

本町側鴬蛙会、野崎左文・伊坂氏・西村氏と二世和歌廼屋が幹事にあたり、大倉邸

茶室にておこなわれたとのこと。書名「葵草」は、大倉邸が「紅陵葵坊」、すなわ

ち「赤坂葵町」（『読売新聞』「豆えん筆」、大正 年 月 日）にあったことに由来す

るか。さて、蟹廼屋野崎左文しるすところの跋文について、初代和歌廼屋の事跡を

追いながら幕末から明治大正期の狂歌界にいささかふれているので、以下に抜粋す

る。「……当時翁が狂歌にいそしみたまひつる事は、安政の末つかたより慶応三年に

至るまでの間に和歌廼門の名を掲げたる狂歌集十数部の刊行あり。猶、甲乙録とい

へる角力番付になぞらへたる摺物にも、屡々翁の雅号を散見せし事もありき。かく

て明治の混沌期に入りては狂歌も姑く萎靡として振はざりしも、猶全く吟誦を廃し

たまはず、時事問題に触れてくちずさまれし諷詠、今も記録に存するもの多かりけ

り。後ち明治三十四の年、和歌廼門を和歌廼屋と改めて我が本町側の判者の列に加

はり給ひ、此時狂歌集『青葉わか葉』を刊行し、引続きて七十七歳の時には『狂歌

鶴の友』、八十八歳の時には『狂歌豊の秋』及家集『鶴彦集』をものせられ、没後一

周忌にはこの『葵草』を鶴友会に於て刊行せられしなど、之が為めに狂歌壇を賑は

せしこと幾ばくなるを知らず。就中、翁が資本を補助して、大正五年四月より月々

発行せし狂歌専門雑誌の『みなおもしろ』が、殆ど七年の永きに渉りて続刊せられ

しことハ、今猶同好者の記憶に新たなる所なるべし。……」。『みなおもしろ』は野

崎左文を編集兼発行者とした大正 年 月創刊の狂歌雑誌。鶴彦は創刊号から撰者

として参加、彙報には「鶴彦翁の感涙会」「狂歌鶴の友」の記事が載せられ、号を重

ねた後には名誉会員として名を連ねた。

【参考文献】鶴友会『大倉鶴彦翁』（大正 年、鶴友会） （浅埜晴子・磯部敦・瀧田裕子）

狂歌春秋　刊（謄写版）・小本 巻 冊

表紙 丁字色無地、 × 糎

外題 題簽「狂歌春秋」（左肩、四周単辺、 × 糎）



構成 扉半丁、本文 丁半、跋半丁

扉題 「秋農屋執筆／狂歌春秋」

内題 「狂歌春秋／秋農屋執筆」

丁付 各丁裏ノドに「壱」～「弐〇」

前付 扉「秋農屋執筆／狂歌春秋／此の片々たる印刷物は、狂歌界の諸氏に一読を乞

ふものであるが、一読するに足らずとて、紙屑籠に投入されても宜しい。なほ

時機をみて、続刊する心算である。」

本文 四周単辺、匡郭 × 糎、無界 行

後付 跋「……／昭和九年七月二十六日」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

秋の屋望成の現代狂歌批判の書。狂歌師が言語力にとぼしく、にもかかわらず技

巧にはしり模倣に終始する現状を批判する。扉に「時機をみて、続刊する心算であ

る」というが、このつづきが刊行された形跡はみない。著者の秋の屋望成について、

野崎左文による小伝がそなわるので以下に抄出す。「秋農屋大人之伝／……大人は

幼名「鉦太郎」、長じて後「鐘太郎」と改め、晩年更に「
タカノリ

高節」と改む。文久二年



九月二十七日、谷中三崎町枇杷橋の東北畔に生る。幼にして伯母の家に養はれ、明

治七年十一月、家督を相続して質屋と売薬とを家業とし、後之を罷め銀行員となり

て今日に至れり。初祖以来の遺伝として、大人も亦幼年時代より好みて文芸に親し

み、明治十一年五月、『風雅新誌』に漢詩を寄せられたるを始めとして、都鄙に発

行する文芸雑誌に詩歌を投吟し、其名漸く著はる。狂歌は仝十六年十月、『雅学雑

誌』に「小春」といふ課題に唯一投吟したるを最初とし、寄稿毎に入選を得ざる事

は稀なり。仝二十一年十月、初めて我が本町側に加盟して、戯名を「安倍川望成」、

別号を「華の屋」といへり。仝二十四年一月に至り、先輩の推薦に依りて判者に列

し、別号を「秋農屋」と改め、其の披露の狂歌会を仝月七日、本郷三丁目の万金楼

に開きぬ。仝二十七年の春には桃の屋鶴彦、絵馬屋額輔等諸氏と共に青年狂歌会を

起し、翌年一月、青年狂歌会を鴬蛙会と改称して月 『々鴬蛙狂歌集』を発行し、専ら

編輯の任に当り、又自ら『狂歌文庫』と題する一書を発行して初学者を奨励し、其

他『今昔狂歌叢話』『蜀山狂歌叢談』等の著ありて斯道の為に尽すところ勘からず。

別に其頃勃興せる新波の俳句に指を染め、「塵山」と号して秋声会の人々と交遊し、

また狂詩に川柳に適く所として可ならさるなく、而して「損益堂」「古狸窟」「夏炉

庵」「冬扇房」「天明廬」「黒眼子」「九郎丸」「嗜餅翁」「掬古老人」「鼓膜舎」等の別

号あり。……／辱知生蟹廼屋左文識」（秋農屋望成『狂
歌一笑一詠』、梅本高節（秋農屋望

成）、大正 年 月。文中のカギ括弧・句読点は引用者）。自選私家集に『狂
歌一笑一詠』、

『訂
正吾家の狂歌』（昭和 年 月）などがあり、昭和 年 月刊『狂

歌反古袋』を最後

に活動は跡絶えたようである。明治末から昭和にかけて、蟹の屋野崎左文とともに

斯界を代表する狂歌師であった。

（浅埜晴子・磯部敦）

四方

赤良
めでた百首夷歌　刊（活版）・小本（大和綴） 巻 冊

表紙 煤竹色布目、 × 糎

外題 題簽「四方
赤良めでた百首夷歌」（左肩子持枠、 × 糎）

構成 扉半丁、序半丁、図版 枚、本文 丁半、刊記半丁

内題 「四方赤良めでた百首夷歌（天明四年版）」

柱刻 「（魚尾）　　〔一〕（～〔九〕）」



前付 扉「恭賀新禧　野崎左文／乙卯元旦」、序「……／蟹の屋」、図版「栄之筆蜀山

肖像」

本文 四周双辺、無界 行、匡郭 × 糎

尾題 「目出度百首　大尾」

刊記 「大正四年一月一日（代謄写）／野崎左文／門司市葛葉町」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

天明 年版「めでた百首夷歌」の翻刻。序文に、「古狂歌集の翻刻もおひ／＼種切

れと相成候に付、本年は珍らしくもなき蜀山人の『めでた百首』をわざッとお年玉

進上仕候」とあることより、毎年狂歌の翻刻は行っていたようである。こういった

翻刻作業は、翌年四月より刊行がはじまる狂歌雑誌『みなおもしろ』に引き継がれ

ていったか。なお、前付に掲載されるところの「栄之筆蜀山肖像」は、絵馬屋額輔

（四世絵馬屋、田沼額輔）が秘蔵していたものとのことである。 （浅埜晴子・磯部敦）

ふじ狂歌百首　刊（コロタイプ）・中本（大和綴） 巻 冊



　

表紙 素色雲母散らし地に空色で富士を象る（見返に連続）、 × 糎

外題 摺付（銀色）「ふじ狂歌百首」（左肩）、右下に朱色で「冨士山洞発兌」

構成 見返、扉、序 丁、本文 丁、後表紙見返に刊記

前付 扉、序「はしがき／……／大正丙寅のとし初秋　蟹廼屋主人［印］（左文）」

内題 「狂歌富士百首／蟹廼屋左文選」

本文 無郭無界 行、字高 糎

尾題 「狂歌富士百首　終」

刊記 「昭和弐年春初夢之日印刷／同年夏山開之日発行為富士に関する物一切蒐集記

念／発行人我楽他宗第廿四番札所積塵山富岳寺発行所大坂市北区天神橋筋一

の五十七大中空峯印刷人我楽他宗第十一番札所航宝山舩舶寺印刷所東京市日

本橋区通二の九三田村印刷部●製本三百冊限／富士に関する物をかりそめに

集めはしめしをはからすもをちこちの友とちの耳に入り珍品を贈られしのみ



か未知の趣味家各位よりも種々の奇品を賜はり机上ニ山をなす嬉しさかきりな

けれは／御寄贈の数もひと夜にふしの山夢かとはかりあふく嬉しさ／富岳寺

拝詠［印］」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

備考 版下は左文。

左文序文によれば、曽我部一紅の依頼により、富士を題に詠んだ古今の狂歌百首

を左文が選び、編んだもの。狂歌雑誌「みなおもしろ」に連載すべく大正 年 月

号に三分の一ほど掲載したが、同誌廃刊により頓挫、その草稿を富士山関係物の蒐

集家である大阪の富岳洞大中空降らしに清書して与えたものを富岳洞が印行したも

の。 （鈴木俊幸）

真顔文集　写（野崎左文自筆）・大本 巻 冊

　



表紙 渋刷毛引、 × 糎

外題 題簽「真顔文集　全」（墨書、左肩、無郭）

構成 扉 丁、本文 丁、遊紙 丁

内題 「真顔文集／四方真顔作［印］（蟹の／屋印）」

本文 無辺無界 行、字高 糎、末に「蟹廼屋筆写［印］（左文）」

尾題 「真顔文集 大尾」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

識語 「蟹の屋主人［印］（蟹の／屋印）／笑月大人／恵存」（扉）

四方真顔の狂文集。『平荷文集』同様、家集に洩れた小文を集めて左文が編集した

もので自筆本である。山本笑月に贈られたものであることも『平荷文集』と同じで

ある。他に伝本はない。以下記事を列挙しておく。歌合に添ふる詞・里芋をほむる

辞・梨を謝することば・賛泉堂の記・好成翁に贈ることば鶴・点歌移陣手鑑の序・遲

日庵のあるじに贈る詞・菊字堂の記・牡丹石を得てよろこびひたへずつくれる詞・

三島暦の叙・伊勢人の歌に題する詞・與斜窓の記・慕縁の文・菊軒を立出る時山東

主人の画ける達磨の図に賛を乞はれて主人に贈る・鶴林荘におくる詞・松風の里に

て作れる詞・璞洲ぬしの父君に贈る詞・璞洲ぬしに贈る詞・短冊はさみにしるす詞・

蟲成翁家集の序・精撰集の序・再び戯歌をすゝむる詞・狸の図に題する辞・麦中庵

の記・古銭帖に題する詞・俵石亭の記・倉澤明主をいたむ詞・長広ぬしに贈る詞・

南江亭におくる詞・獅子岩に題する詞・呼坂屋と名づくる文・春画に題する詞・枕

流亭の記・くゞつの辞・問野集の叙・富士貝の亭にて作する詞・箱根の大御神にさ

ゝげまつる歌の序・豊耕舎の見立絵に題する詞・木猿にしめす詞・青松亭に贈る詞・

福禄寿の賛・そば麦調ずるかたにかける絵に・寒河の社に詣る道にて作れる詞・狸

の画賛・うかれ女象の脊にのれる絵に題す・銭屋の翁の慈明忌をとぶらふ辞・戯漫

草の序・五節のことば・立川焉馬噺の会の記・竹の賦・将棊に凝る人をいましむる

文・醉竹集の序・美満寿組入の跋・明和狂歌合の序（文化十一年）・四方側狂歌手鑑

の序・四角園狂歌帖の序・俳諧歌まるかゞみ序・狂歌百人十首序・たはれ歌よむお

ほむる・年始
物申どうけ百首の序（寛政五年）。全体の体裁は『平荷文集』とほぼ同一で

ある。 （瀧田裕子）



平荷文集　写（野崎左文自筆）・大本 巻 冊

表紙 渋刷毛引、 × 糎

外題 題簽「平荷文集　全」（墨書、左肩無郭）

構成 遊紙 丁、扉半丁、口絵半丁（扉裏）、本文 丁（「平荷文集」 丁、「研究」

丁）、遊紙 丁

扉題 「平荷文集　全」

内題 「平荷文集」

前付 扉裏「平澤平荷翁肖像／文化十年五月二十日歿／享年七十九／深川一乘院に

葬る」

本文 無辺無界 行、字高 糎、末に「蟹廼屋筆写［印］（左文）」

尾題 「平荷文集　尾」

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（前遊紙裏、矩形陽刻朱印、

× 糎）

識語 「老弟左文［印］（蟹のや印）／昭和七年初夏／笑月詞兄／恵存」（扉）

　 　



朋誠堂喜三二（手柄岡持、通称平沢平角、後に平荷）の狂文集。野崎左文の自筆本で、

彼の編集になる。扉の献辞によって、本書は山本笑月に贈られたものであることが

わかる。他に伝本はない。所収狂文・記事は次のとおり。

山口亀文の需子に應して花月亭の記のしりへに題す・蚫貝に名づくるの説・茶色

の弁・羽織の説・銘に曰・狂歌四画二賛の跋・狂歌書画帖の跋・六玉川の記・業平小

町の賛・上巳の辞・耳順の説・福助の伝・蜑之茶羅鞍焼場之太刀縁起 寶合之記・尻

尾のはへたる花魁道中の画賛・芸者の弁・草画六歌仙の賛　其画を見ざれば賛の意

不分といへどもこゝにしるす・鉢叩きの賛・同く鉢叩きの賛・燕斜が別業の壁に題

す・明月余情の序 安永六年刊・吉原燈籠に題する狂歌の口上・両吟千句の序・哲阿

弥句藻の序・亀を画ける扇に題す・日本堤造道の記・郭公鰹の弁・ぶら挑灯を提げ

たる雀の土手の上を飛ぶ画の扇に題す・福禄寿の賛・扇の表に題す・扇の裏に題す・

二枚屏風に題す・三平二満の五ッぎぬ着たるが鏡に向ひたる画に・羊羹色の地紙の

扇に題す・耳鳥齋が画ける乗込の賛・扇面に写得たる細字細見の後序・細見饒の貢

の序 天明二年・細見五葉松の序 天明三年・吉原細見の序 天明六年・丙午七年細見

の序 同年・丁未秋細見の序 天明七年・戊申秋細見の序 天明八年・吉原細見序 故あ

りて句読をしるす・長生見度記の序・文武二道万石通の序・改名口上・今春の平吉

が新唄のひらきとて百川に会せし後野澤平次が又百川にてつどひ催せし口上・常州

土浦の藩醫清水元哲なる人狸の腹鼓の画に元の杢網が賛して「月にうかれうつ武蔵

野の腹鼓しらべの色もふる狸なり」といふ掛物ありこれによりて予に狂文を求むる

によりて・遊女の賛・千蔭大人に贈る書・平沢平格平字尽の系図。巻末に「近世風

俗見聞集第三巻に収めたる豊介子日記文化三年のくだりに左の記事あり」「第廿三　

岡持翁卒去」「吉原細見五葉松序」「吉原細見跋」の研究的項目が加えられている。

（瀧田裕子）

狂歌貝杓子　写（山本笑月自筆稿本）・半紙本 巻 冊

表紙 白地に茶斜刷毛目格子、 × 糎

外題 題簽「狂歌貝杓子　一」（写、左肩無郭、 × 糎）

構成 白紙 丁、本文 丁、白紙 丁

柱刻 白口・単魚尾（料紙である罫紙に備わるもの）



見返 前後共退紅色無地料紙

内題 「狂哥貝杓子」

本文 左右双辺、匡郭 × 糎、有界 行の青インク木版刷罫紙使用

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

　

本狂歌稿には筆者に関する記述が見当たらないが、当館架蔵の『狂
歌 ひとりむし』

（次条）と同一の筆跡である。こちらも筆者は明記されていないが、内容から山本笑

月の稿本と推定できる。さらに、当館に所蔵されている『日ぐらし雑記』と題する山

本笑月の日記の筆跡とも同一であり、両狂歌稿とも山本笑月の筆と断定出来る。ま

た「力士看梅」の題で詠まれた「すまひ男も舌を巻てや眺むらん横綱を張る梅の木



の下」という狂歌は、『狂
歌ひとりむし』の中で笑月作として記されており、上記の判

断を補強してくれる。因みに、当館所蔵の『日ぐらし日記』は、明治 年の 月と

月のみのものではあるが、笑月と夫人春枝の交換日記という、当時としては珍し

い型式のものである。

昭和 年の東京大空襲により中野にあった如是閑邸は焼失し膨大な蔵書、資料が

焼失したが、当館所蔵の笑月自筆本 点は当時鎌倉の如是閑別邸にいた笑月夫人が

所蔵していたため罹災せず、如是閑没後に如是閑旧蔵書として笑月の養女（如是閑

姪）山本幸子氏により中央大学に寄贈されるという経緯を辿っているようである。

さて、この狂歌稿の制作年代であるが、所収 首のうち詠歌の年次を特定できる

歌がいくつかある。「金沢紀行」のものが明治 年、蓄犬税を議会で審議する予定

であったのは明治 年、大阪内国博覧会が明治 年、日露戦争は明治 年、万世

橋の架替え明治 年でほぼ同時期であるが、 代目尾上梅幸の本葬は昭和 年

月でありこの間かなり幅がある。それ以外は折々に作歌したものと思われる。排列

は年代順、四季順のどちらにも当らない。ただし筆勢は同じであり、おそらく、長

年にわたって書き溜めてきたものをもとに、晩年（昭和初期頃）になって 冊に編ん

だと思われる。

なお、笑月の筆跡鑑定には、長谷川如是閑研究に著名な山領健二先生のお手を煩

わせたことを付記しておく。 （太田澄子）

狂

歌
ひとりむし　写（山本笑月自筆稿本）・小本（仮綴） 巻 冊

表紙 美濃共紙、 × 糎、紅白の糸で大和綴

外題 直書「狂
歌」（題簽枠外上）、題簽「ひとりむし」（無枠、墨書、 × 糎）、直

書「壱（題簽枠外下）」

構成 本文 丁墨付き、白紙 丁

本文 無郭無界 行

印記 「長谷川／如是閑／旧蔵／昭和 年 月 日寄贈」（見返、矩形陽刻朱印、

× 糎）

備考 紙片（狂歌一首）附録。



題簽には「ひとりむし」の文字が直書きされている。簽外上部に二行割で「狂歌」、

下部に「壱」とある。「皇族」題の寅彦子旧詠から始まる狂歌が 首（排列の規則は

不明）、次いで寅彦と蟹の屋野崎左文との長歌と反歌 組づつ、左文の狂歌 首。撫

泉子の狂歌 種と続く。三品藺渓・寅彦・岡田氏による秋の狂歌応酬 首。小宮山

間米子・寅彦・藺渓の発句 首と狂歌 首。「金沢雨中行」は明治 年 月、柳塢

亭・藺渓・眠柳・瀬戸氏そして、「われ」との五人で新橋駅を発ち、鎌倉、金沢八景

の名所旧跡を廻って横須賀の軍港見物に終る吟行記で、詠まれた狂歌は 首。「わ

れ」とある狂歌 首。寅彦の那須塩原に因なんだ歌 首、雑詠 首。笑月の深川八

景 首、春の歌 首。寅彦の歌 首、眠柳宛書簡と狂歌 首。明治 年の紀元節

に笑月が記した寅彦・撫泉・笑月の当座吟 首。最後は桐乃屋の狂歌 首、発句

首。添紙に狂歌 首。以上、長歌 首、狂歌 首、発句 句が収められている。

文中に「われ」と出てくるのが、筆者笑月であると推定できる。

　

山本笑月は明治初め頃、木場の材木商、山本徳治郎とタケの長男として生まれた。

次男は後のジャーナリスト長谷川如是閑、三男は日本画家の大野静方である。父徳

治郎は、材木商を笑月（松之助）に譲ってから、花屋敷、動物園、奥山亭（料亭）、出



版などの事業に次々手を染め、失敗し没落という人生を送っている。兄弟は幼少期

には、坪内逍遥の家塾に学ぶなどの自由で恵まれた教育環境で育った。笑月は条野

採菊のひきで「やまと新聞」に入社、後に「東京朝日」に移り、大正 年、 歳で

社会部長を最後に退職するまでの 余年を新聞記者として過ごした。没年は昭和

年、 歳であった。

この狂歌稿に登場する人物の大部分は、戯作者から転じた新聞小説家である。彼

等は概ね、仮名垣魯文の仮名垣派、三世柳亭種彦（高畠藍泉）の柳亭派、二世為永春

水の為永派の三派に属していたようである。寅彦は右田寅彦、柳塢亭寅彦の号で知

られ、柳亭派の新聞小説家のちに「東京朝日」の記者である。蟹の屋野崎左文は、

「仮名読新聞」「万朝報」などの記者を転々とした人間であるが、仮名垣派の戯作者

で狂歌をよくした。三品藺渓は柳条亭華彦、明治前期有数の新聞小説家で柳亭派で

ある。眠柳大人は朝日の新聞小説家。岡田氏は岡田霞船か。撫泉子・小宮山間米子・

桐乃屋についての詳細はわからない。

全作歌中で右田寅彦の歌は 首と半数近くを占め、笑月の寅彦に対する傾倒ぶ

りを示す。書名の『狂
歌ひとりむし』も、「どこまでも唯おれひとりおれひとりひとり

虫来るともしびを友」という寅彦の狂歌に共感して、それより採ったように思える。

「金沢雨中行」の当時、笑月は推定 、 歳、メンバーの中では最年少かと思われる。

本書には「明治座の出し物／大川友右衛門の落首／かきおろしまだ近々の火事芝

居／又お荷物をかつぎ出したり」と書かれた紙片が挟み込まれていた。これは明治

年に火災で焼失した明治座が再建開場したことを詠んだものと思われる。筆は笑

月である。

【参考文献】山本笑月『明治世相百話』中公文庫版（中央公論社、 年）、仮名垣

魯文『明治初期の新聞小説』（『日本近代文学大系』 巻、角川書店、 年）、『如是

閑文芸選集』月報 （岩波書店、 年） （太田澄子）



解説 近代の狂歌本を中心に

如是閑旧蔵狂歌本の来歴

本学所蔵の狂歌本のうち、長谷川如是閑旧蔵本の占める割合はきわめて高い。そ

の来歴を明らかにしておこうと思う。

さて、これらの狂歌本はもちろん如是閑が蔵していたものであるが、かといって

彼自身が購い求めたものであったかというと、どうもそうではなかったようである。

先に結論を述べておけば、これらの狂歌本は、もとは如是閑の実兄にあたる笑月山

本松之助が蔵していたものだったと思われる。以下に、その理由をのべる。

＊　　　　　＊　　　　　＊

如是閑旧蔵の狂歌本のなかの『平荷文集』『真顔文集』は、ともに「蟹廼屋筆写」

という識語があるように、蟹廼屋（野崎左文）直筆の写本である。左文独特の字体

で記されたもので、「氏は左利きで、左で美しい文字を書いて夥しい古書を現物そ

のまゝに模写してゐたので有名であつた」とは如是閑の言（『読売新聞』 〈昭和

〉 ）である。さて、『平荷文集』の扉には「老弟左文［印］／昭和七年初夏／

笑月詞兄／恵存」、『真顔文集』の扉には「蟹の屋主人［印］／笑月大人／恵存」な

る献辞が記されており、この書の履歴を知りうる。

野崎左文については、近代文学研究叢書第 巻（昭和女子大学近代文化研究室、 ）

におさめられた「野崎左文」にくわしいが、本書に関連して注目しておきたいのは、

左文の属していた狂歌一派が本町側であったということである。如是閑旧蔵狂歌本

のなかに、『狂歌みつのとも』（内題は「本町側連入披露狂歌合」、明治 年 月序）と

題された返草があり、撰者のひとりとして左文が名をつらねているのだが、この詠

草のなかに「山本笑月」の名を見いだしうる。明治 年 月の年記を有する『狂歌

梅月集』の左文序をみれば、

我か知れる東風屋寿香、山の屋笑月ふたりのぬしは生れつき狂才あり、斯うも

あらうかの即吟によしや、鬼神感ぜすとも美人を笑ハするほどの力みえて、末

頼もしき若うとなれバ、おのれ屡々そゝのかして終に本町側に尻をすゑせと、

その口入れの受入にたつことゝハなりぬ。

とあり左文と笑月のつきあいの如何がうかがえよう。



さて、左文や笑月が属していた本町側にかんして、山本笑月『明治世相百話』（春

陽堂、 年、 ）についてみると、次のような記述にいきあたる。

……連中も本町側、小槌側、浅草側、或ひは八雲連、寿連、糸巻連そのほかい

ろいろ。……なかんづく天明ぶりの本町側が盛んで十七年に『狂歌共楽集』を

始め絵入の『月並集』を出版、少し気のある連中はかうなると己れも一つと頭

を捻る。

本町側が天明ぶりを標榜していたというのは、たとえば『狂歌みつのとも』桃の

屋序文のうち、

……其中興の祖と仰きたる赤良の四方側、橘洲の酔竹側なとハ、名をのみ残し

て今日一人の伝ふる者なく、唯其当時よりして連綿残続なせるハ裏住の本町側

のみ。余等其末流にあれハ、微々なからも斯道の新興を計る。

という発言からもうかがえる。そうしてみると、如是閑旧蔵狂歌本のなかの『万載

狂歌集』や『後徳和歌万載集』なども、本町側に属していた笑月の蔵書であった可能

性は高かろう。ちなみに、これらには「松」をかたどった緑墨印がみられるのだが、

上記のことからみると、笑月の本名「松之助」にちなんだものかと思われる。その

ほか、秋農屋望成『狂歌春秋』などは左文と関係ないものの、笑月が鴬蛙会にも属

していたことを考えれば狂歌会の場においてふたりが見知った仲であったこと、想

像するにかたくない。

＊　　　　　＊　　　　　＊

如上、如是閑旧蔵の狂歌本が笑月の蔵書であったであろうことを述べてきた。狂

歌本のすべてに笑月の蔵書印や「松紋」の緑墨印が押捺されているわけではないが、

上記のことにくわえて、如是閑じしん左文との面識がなかったことを考えあわせれ

ば（前掲『読売新聞』）、笑月没後に如是閑の蔵書にくわわったものと考えてよろしか

ろう。如是閑旧蔵の狂歌本をみていけば、本町側や鴬蛙会といった狂歌連のなかで

つちかわれた笑月の人脈が浮かびあがってくるのである。

狂歌の近代

大正から昭和期の狂歌界について、山本笑月「明治狂歌の盛衰記 昔髪しのぶ天

明調の復活 」（『明治世相百話』春陽堂、 、 ）が端的にのべているの

で、以下にかかげてみる。



蜀山以来平民の気を吐いた狂歌も、今は一部の人々によつて辛くも命脈を保つ

有様。……初名和歌の
と

門鶴彦、後改めて和歌の屋となつた先代大倉男は人も知

る狂歌の先達、江戸時代から斯道で苦労した本町側の大先輩、その後援もあつ

て大正五年に出たのが面白会、風雅な雑誌『みなおもしろ』を発行して同十四

年まで、十年近く続いたのは狂歌界空前のお手柄、お陰で盛返した狂歌の一

党、ちかごろ鴬蛙会の再興、第二の元老蟹の屋、秋の屋、花の屋が踏止まつて

昔をしのぶ風流陣。

このように昭和初期における狂歌は「一部の人々によつて辛くも命脈を保つ有様」

だったわけで、それゆえ狂歌の普及と見直しは狂歌師必須の課題であった。このあ

たりの事情については石川了「狂歌雑誌「みなおもしろ」細目」（『芸能文化史』第

号、芸能文化史研究会、 ）が、『みなおもしろ』を軸にして大正狂歌界に言及し

ているので参照されたい。そこで本稿では、時代をくだって昭和初期の狂歌事情に

ついて少々ふれてみようかと思う。

＊　　　　　＊　　　　　＊

昭和初期、たとえば小柴
ちいち

値一「狂歌の史的考察」（『書斎』第 号、書斎社、 ）

は、「狂歌を弄ぶものは明治以後にも存したが、結局雑俳の一部とされ、新聞雑誌

の六号文芸とされ、文壇歌壇の従属の者となり、隠居閑人の遊技となってしまつた」

という現状を述べ、「今や文壇歌壇より一瞥も与へられぬ運命に堕した」のは、先人

の模倣にはしり、いたずらに駄洒落や滑稽を弄した結果であるという見解を提示し

た。これは江戸文芸を研究する者からの見解であるが、狂歌師のなかにも同様のこ

とを考えていたものがいた。

昭和 年 月 日の年記を有する『狂歌春秋』は、秋農屋望成の手になる現代狂

歌批判の書であるが、冒頭を「現代の如く狂歌界の衰頽せるは、一に時世の推移に

由れども、一には作者の不熱心に由るのである」という一文でかざったように、望

成は、「狂歌界の衰頽せる」原因をひとえに「作者の不熱心に由る」ものとみてい

た。たとえば「三五」。これは「十五」をあらわす熟語であるが、「三十五」の意で

詠じた歌があるという。あるいは「国語に対する智識が貧弱で」、正しくは「聞かす

る説教」「愛づる材木屋」とすべきところを「聞かす説教」「愛づ材木屋」としてい

るという。あるいは技巧にはしり、あるいは珍奇に過ぎ、あるいは模倣に終始する。

おおくの月次会において判者をしてきた望成からすれば、これらは目にあまる事態

であったのだろう。望成にとって狂歌は、「雑俳」や「言語遊技」でしかない「非文



芸的の似而非狂歌」とは区別されるものであった。「粗笨の頭脳の持主では、文芸的

の狂歌は詠まれるものでない」し、「狂歌の作者たるものは、千人の瞽者に賞讃され

るよりも、一人の具眼者に賞讃される程の、狂歌をよむ事を心懸く可きである」と

いう。つまり、狂歌が一個の「文芸」として独立することで、「狂歌界」は「衰頽」

から復興に転ずると考えていたようである。

このような見解は、すでに明治期から提案されていたもので、たとえば油田秋旻

「狂歌とハ何ぞ」（『読売新聞』付録、明治 ）は、近代の狂歌師たちの指標となっ

た天明狂歌も「今日から之を見ると、文学上の価値を有するものハ至つて少な」く、

それはひとえに「之を以て文学の方面に進めやうとする考へが」なかったためであ

るという。そこで「如何なる滑稽も詼謔も、之を美の範囲内に止め、狂歌の全体を

して之を文学的ならしめ、……狂歌の地位を高める」ような「一大改良」が必要で

あるとした。同日付の同紙朝刊には「狂歌の改良」と題した同社懇話会の談話が掲

載されており、文学という価値体系における狂歌の位置づけはずっと議論されてき

たのである。

しかしひるがえって、いみじくも小柴が狂歌にたいして「弄ぶ」という語をもち

いていたように、あるいは笑月が「花鳥風月のほか、時事問題も詠み込まれ、大いに

狂歌の特長を発揮した」（笑月前掲書、 ）と述べていたように、遊戯性や時事に

取材する卑俗性こそ、狂歌が具備する最大の武器ではなかったか。明治期の小新聞

や中新聞、雑誌の類に列記されている狂歌などは、そのことを証していよう。望成

が憤慨した言葉の意味や活用といった基本はいわずもがな、ある種の質というもは

必要となるのだろうが、しかしそれは、決して文学や芸術といった価値観によって

裏付けられるものではない。だとすれば、近代の狂歌を研究するためには、文学史

と狂歌師それぞれの動向を丹念に追いかける必要がある。そのためにも、基礎ツー

ルの作成は急務であろうし、本書目はそのきっかけにでもなればと考えている。

＊　　　　　＊　　　　　＊

ところで、狂歌が「隠居閑人の遊技となってしまつた」と小柴が述べていたよう

に、この時期、狂歌師には老翁が多かった。望成からすれば、そのことも狂歌停滞の

因とみえていたようで、「着想も言語も共に陳腐なる上に、活気に乏しいこと、宛然、

肺病患者の咳嗽の如く」となかなか手厳しい。けれども、「斯る老耄作者は、……坑

にでも埋めなけれは、狂歌の進歩向上は期待されぬ」とまで言いきった望成に、は

たして若年層の狂歌にたいする認識はみえていたのだろうか。というのも、ここに

ひとつのアンケートがあるのだが、これをみるかぎり、狂歌の未来は暗い。



〔１〕狂歌とはどんなものですか

　　答へたもの　八八人

　　答へぬもの　六四人

　代表的の答を次にかゝげます。

　　●人の悪口又は滑稽を交ぜた歌

　　●諷刺を含む歌

　　●人間及世間を諷刺した歌

　　●人を笑はせる中に誠をふくむ

　　●一種のふざけた歌

　　●軽い滑稽のうた

　　●人を笑はせるための歌

　　●頓知のよい歌

　　●和歌に滑稽の調子あるもの

　　●馬鹿げた歌のことである

　　●狂人のやうな飛んでもない歌

　　●俗をはなれた歌

　　●奇抜なる歌のこと

　　●自分の心に咄嗟に思ひついた事を面白く歌にする

　　●面白い掛け言葉のある歌

　　●俳句の一種で偶意のもの（又はあてつけ）

　　●俳句の変体

　　●発句のやうなものでないかしら

　　●俳句と同じ語数で面白い事を歌つたもの

　　●川柳の振るつたものです

　　●狂歌又は狂言とも言ふ

　　●酔に乗じて歌ふ流行唄のやうなものです

　　●都々逸の如きものをさすならん

　　●ドドイツ、ハウタ、タテヤマ節等の総称

　　●よく雑誌などに出てゐるが読んだことがありません

上記のアンケートは、多田義延「中学生と江戸文芸」（『国語と国文学』第 巻第

号、大正 ）におさめられたもので、成城中学校の四年生 名を対象に実施し

たもの。多田によれば、中学生の江戸文芸離れの主たる原因は「江戸文芸が偏狭な



る道徳主義、極端に自然の情の流路する事を抑へた禁欲主義の文芸である為」だと

いう。一方の生徒からすれば、勉強は「杜撰な所謂××読本詳解と云ふ様なものに

頼つてゐる者が」多く、「研究の範囲は単に字句の解釈位に止り、作者の思想主義作

風等に及ぶことは」ないのだという。受験のことも考えればそのための勉強もせね

ばならず、いつのまにか参考書中心、知識つめこみの勉強にシフトしていく現状が

あった（桜井逸良「生徒より先生への希望」『国語と国文学』第 巻第 号、大正 ）。

このあたり、現在の学校教育問題を思いおこさせるようで、また教育者と被教育者

とのあいだに横たわるひずみがあらわになっており、きわめて興味深い事例なので

あるが、ここでは学生の余裕のない環境を指摘するにとどめておく。

＊　　　　　＊　　　　　＊

さて、笑月が述べていた「鴬蛙会の再興」は大正 （ ）年正月のことで、薬海

坊、笹の家呑次、鬼内居福外に秋農屋望成をくわえた 名からはじまった。昭和

年 月の年記を有する『弐拾七番魚果狂歌合』は、野崎左文の喜寿を記念して興行

された鴬蛙会の狂歌合をおさめたものであるが、 名の狂歌 首を掲載する。巻

末に「此二十七番魚果狂歌合ハ五十部ヲ限リ印刷シテ会員ニ頒ツ」とあり、この段

階で 名内外の会員がいたのだろう。けれども、月次狂歌会はどうであったかとい

うと、おなじ昭和 年 月の年記をもつ「鴬蛙会月次狂歌」の返草（謄写版）をみて

みれば、このときの出席人数は秋農屋望成と杜廼屋の両撰者をくわえて 人。記念

狂歌合はともかくとして、月次会の営みは細々という語が似つかわしい。

この月次狂歌が行われた翌年の昭和 （ ）年 月 日、笑月のいう「第二の

元老」蟹の屋野崎左文が永眠。その笑月も昭和 （ ）年 月 日に逝去。月次

狂歌会で撰者・判者をつとめてきた秋農屋望成も、昭和 年刊『狂
歌反古袋』以降の

活動をしらず、おそらくはそのあたりで没したかと思われる。

かくして、現在の狂歌研究における近代狂歌のあつかいは、「見るべきものは少

ない」（宇田敏彦稿「狂歌」、西沢正史・徳田武編『日本古典文学研究史大事典』、勉誠社、

、 ）とされるにいたるのだが、われわれは文学や芸術といったフィルター

を取りのぞいたところから狂歌という文化現象を考察しなければならないのではな

かろうか。 （磯部敦）
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寒
こ
り
」
（
五
オ
）

　
　
　
　
　
　

○
室
咲
の
梅

　

む
ろ
の
中
う
た
る
は
か
り
に
蛸
篠
の
梅
の
花
も
真
赤
に
そ
見
ゆ

　
　
　
　
　
　

○
鷽
替
の
神
事

　

木
に
刻
む
鷽
さ
へ
今
日
は
羽
を
得
て
飛
ふ
か
如
く
に
売
れ
て
行
く
う
め

　
　
　
　
　
　

○
名
所
の
霞

　

低
く
と
も
腰
の
あ
た
り
に
か
ゝ
る
ら
む
亀
の
尾
山
の
春
か
す
み
と
て

　
　
　
　
　
　

○
初
午

　

午
の
日
の
稲
荷
祭
り
や
賑
は
ゝ
ん
は
や
し
を
な
せ
る
杉
む
ら
の
中

　
　
　
　
　
　

○
山
霞

　

暦
こ
そ
知
ら
ね
春
に
は
漏
れ
し
家
も
な
く
て
一
む
ら
か
す
む
山
里

　
　
　
　
　
　

○
浦
霞

　

禁
断
の
昔
は
知
ら
す
霞
さ
へ
今
は
阿
漕
か
浦
に
引
く
綱
」
（
五
ウ
）

　
　
　
　
　
　

○
雪



　

碁
か
た
き
を
呼
ひ
て
眺
む
る
景
色
さ
へ
白
勝
ち
に
こ
そ
見
ゆ
れ
雪
の
日

　
　
　
　
　
　

○
立
春

　

去
年
今
年
相
の
窟
場
を
春
は
今
朝
か
す
み
を
と
も
に
引
つ
れ
て
立
つ

　
　
　
　
　
　

○
早
春
閑
居

　

鶯
も
訪
ひ
来
す
梅
も
開
か
ね
は
ふ
さ
い
て
は
か
り
暮
ら
す
柴
の
戸

　
　
　
　
　
　

○
紙
鳶

　

飯
時
は
子
も
下
ろ
さ
ん
と
た
く
る
に
そ
か
し
き
て
見
ゆ
る
釜
形
の
凧

　
　
　
　
　
　

○
早
春
鶯

　

調
は
ぬ
春
の
価
の
足
ら
ず
め
を
う
め
に
来
て
な
く
千
金
之
鳥

　
　
　
　
　
　

○
山
鶯

　

高
ね
に
そ
な
く
鶯
の
山
育
ち
迚
も
か
ひ
つ
け
ら
れ
ぬ
籠
の
中
」
（
六
オ
）

　
　
　
　
　
　

○
蒲
田
の
梅

　

電
車
に
も
さ
き
あ
ら
そ
ふ
て
乗
る
人
は
さ
か
り
の
梅
の
か
ま
田
行
き
か
も

　
　
　
　
　
　

○
春
雨

　

音
も
せ
す
を
り
／
＼
過
く
る
垣
の
外
に
花
ぬ
す
人
の
ぬ
る
ゝ
春
雨

　
　
　
　
　
　

○
春
の
山

　

春
風
の
ふ
き
出
す
頃
は
打
解
け
て
笑
ひ
く
つ
る
ゝ
山
の
雪
み
ち

　
　
　
　
　
　

○
川
辺
梅

　

春
も
尚
あ
さ
き
小
川
の
瀬
を
越
え
て
向
ふ
へ
わ
た
る
岸
の
梅
か
香

　
　
　
　
　
　

○
社
頭
梅



　

神
徳
と
共
に
仰
け
は
い
や
高
き
香
と
り
の
宮
居
ち
か
く
さ
く
梅

　
　
　
　
　
　

○
窓
前
梅

　

か
ら
書
の
青
表
紙
よ
り
ま
つ
開
く
曰
窓
に
も
ち
か
き
梅
ヶ
枝
」
（
六
ウ
）

　
　
　
　
　
　

○
商
人
観
梅

　

ひ
を
と
も
す
宿
の
梅
を
も
眺
め
つ
ゝ
油
を
売
り
て
暮
ら
す
商
人

　

金
物
を
売
る
商
人
か
見
る
梅
の
枝
さ
へ
少
し
錆
を
持
ち
け
り

　
　
　
　
　
　

○
彼
岸

　

贈
答
の
ほ
た
餅
を
見
て
彼
岸
に
は
咽
喉
の
仏
も
先
ず
喜
は
む

　
　
　
　
　
　

○
待
花

　

千
金
は
さ
て
措
き
慾
の
は
る
先
は
た
ゝ
一
り
ん
の
花
も
ま
た
れ
つ

　
　
　
　
　
　

○
新
万
世
橋

　

鼻
の
先
に
眼
鏡
も
見
え
て
あ
た
ら
し
く
ち
か
め
に
か
け
し
万
世
橋

　
　
　
　
　
　

○
大
坂
の
内
国
博
覧
会

　

浜
荻
の
伊
勢
参
宮
も
か
ね
て
先
つ
浪
速
に
あ
し
の
向
く
博
覧
会

　
　
　
　
　
　

○
悼
尾
上
梅
幸
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
七
オ
）

　

亡
き
後
も
其
名
は
陰
に
響
く
な
り
あ
は
れ
無
常
の
鐘
の
音
羽
屋

　
　
　
　
　
　

○
故
梅
幸
の
本
葬
を
見
て

　

改
め
て
出
す
葬
式
の
二
番
目
に
な
ほ
見
物
を
ま
ね
く
音
羽
屋

　
　
　
　
　
　

○
上
野
の
桜

　

し
や
う
ぎ
隊
つ
め
し
上
野
は
今
も
な
ほ
花
の
王
手
と
さ
し
て
見
に
行
く



　
　
　
　
　
　

○
初
松
魚

　

質
入
れ
の
羽
織
も
親
の
譲
り
も
の
か
た
み
に
代
へ
て
買
ふ
初
鰹

　
　
　
　
　
　

○
施
し
水

　

江
戸
ッ
子
の
出
す
施
行
と
て
水
道
の
水
に
み
か
き
て
添
へ
る
金
椀

　
　
　
　
　
　

○
年
の
市

　

代
物
の
木
口
と
共
に
呼
声
も
か
ら
し
て
売
る
や
市
の
桶
商

　

飛
ぶ
や
う
に
売
る
は
道
理
景
物
の
は
ね
を
も
添
え
て
渡
す
羽
子
板
」
（
七
ウ
）

　
　
　
　
　
　

○
霜

　

ま
だ
人
の
通
は
ぬ
先
に
日
の
あ
し
の
渡
り
て
消
ゆ
る
橋
の
上
の
霜

　
　
　
　
　
　

○
代
議
士
の
出
京

　

金
銀
は
選
挙
に
失
せ
て
な
ま
り
の
み
言
葉
に
残
る
田
舎
代
議
士

　
　
　
　
　
　

○
横
浜
の
競
馬

　

競
走
の
馬
は
か
り
か
は
外
人
の
か
け
て
争
ふ
懐
中
の
金

　
　
　
　
　
　

○
旧
暦
の
雛
の
日

　

赤
毛
布
し
き
て
飾
ら
む
村
人
の
繰
る
暦
さ
へ
旧
き
ひ
な
の
日

　
　
　
　
　
　

○
畜
犬
税

　

け
し
か
け
る
議
員
も
あ
れ
ば
犬
の
税
か
み
つ
く
や
う
に
取
立
や
せ
む

　
　
　
　
　
　

○
五
月
場
所
の
大
相
撲

　

汗
に
な
る
力
士
と
倶
に
觀
客
も
あ
つ
く
て
ぞ
通
ふ
夏
場
所
」
（
八
オ
）

　
　
　
　
　
　

○
端
艇
競
漕



　

水
鳥
の
鴎
の
浮
ぶ
川
中
に
漕
き
合
ふ
艇
の
あ
し
も
暇
な
し

　
　
　
　
　
　

○
絵
団
扇

　

う
つ
く
し
と
云
へ
ば
乙
女
の
我
こ
と
と
赤
ら
む
顔
を
か
く
す
絵
団
扇

　
　
　
　
　
　

○
山
桜

　

雪
か
と
の
疑
は
尚
ほ
や
ま
ざ
く
ら
か
ん
じ
つ
ゝ
見
る
花
の
真
盛

　
　
　
　
　
　

○
萩

　

そ
め
物
屋
多
き
土
地
と
て
花
に
ま
で
更
紗
の
見
ゆ
る
萩
寺
の
萩

　
　
　
　
　
　

○
雪
の
降
ら
ざ
る
に

　

ま
だ
年
も
新
ら
し
け
れ
ば
空
に
さ
へ
ふ
る
も
の
は
な
し
雪
も
あ
ら
れ
も

　
　
　
　
　
　

○
露
兵
の
掠
奪

　

邦
人
の
荷
物
掠
め
し
露
兵
等
も
や
が
て
は
己
か
膽
奪
は
れ
む
」
（
八
ウ
）



狂歌

ひ
と
り
む
し

狂歌

ひ
と
り
む
し　

壱
」（
外
題
）

　
　
　
　
　
　

皇
族　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寅
彦
子
旧
詠

　

礎
も
ゆ
る
か
ぬ
国
の
柱
と
て
か
し
こ
に
二
ほ
ん
こ
ゝ
に
三
ぼ
ん

　
　
　
　
　
　

洋
服
裁
縫
師

　

き
り
／
＼
す
鳴
く
音
に
ま
が
ふ
み
し
ん
縫
ひ
の
夜
な
べ
も
寒
き
霜
降
の
羅
紗

　
　
　
　
　
　

遊
女
の
蚊
遣
火

　

蚊
や
り
火
に
顰
む
あ
そ
び
の
柳
腰
煙
こ
め
た
る
姿
う
る
は
し

　
　
　
　
　
　

孕
女
の
述
懐

　

そ
れ
ぞ
と
は
岩
田
帯
す
る
煩
悩
の
い
ぬ
の
日
さ
へ
も
忍
ぶ
身
ぞ
う
き

　
　
　
　
　
　

汐
干
狩

　

汐
干
潟
貧
を
忘
れ
て
遊
ぶ
に
も
な
お
か
り
く
ら
す
身
こ
そ
つ
ら
け
れ
」
（
一
オ
）

　

老
女
ま
で
汐
干
に
ま
く
る
袖
ヶ
浦
年
の
波
さ
へ
ひ
く
か
と
ぞ
見
る

　
　
　
　
　
　

十
六
夜

　

も
ち
の
夜
は
下
戸
に
ゆ
づ
り
て
独
酌
に
い
ざ
よ
ふ
月
の
支
度
こ
そ
せ
め

　
　
　
　
　
　

節
分

　

豆
打
の
お
に
は
外
よ
り
そ
よ
／
＼
と
ふ
く
を
こ
そ
待
て
梅
の
下
風

　
　
　
　
　
　

み
づ
ひ
き
の
花
盛
な
る
に



　

此
庭
の
眺
め
は
天
の
賜
も
の
か
露
を
む
す
べ
る
水
引
の
花

　
　
　
　
　
　

小
手
鞠
の
花

　

指
折
り
て
蕾
を
よ
め
ば
ひ
と
枝
に
ち
よ
と
百
つ
い
た
庭
の
小
手
ま
り

　
　
　
　
　
　

紅
葉

　

春
先
に
笑
ひ
過
ぎ
し
を
恥
ぢ
て
に
や
さ
つ
と
紅
葉
を
散
ら
す
山
姫
」
（
一
ウ
）

　
　
　
　
　
　

時
雨

　

名
も
ち
な
む
焼
蛤
の
し
ぐ
れ
空
冬
の
は
じ
め
の
口
を
開
け
た
り

　
　
　
　
　
　

煉
瓦
地
の
名
月

　

煉
瓦
地
は
畑
ち
が
ひ
と
疾
く
い
ね
て
衣
か
つ
ぎ
た
る
芋
の
名
月

　

花
に
雪
に
そ
む
き
し
の
み
か
月
に
ま
で
つ
み
か
さ
な
り
て
建
て
る
煉
瓦
家

　

千
金
の
仲
秋
な
れ
ど
煉
瓦
家
の
軒
で
は
只
の
一
り
ん
の
月

　

煉
瓦
地
も
た
ま
の
命
の
洗
濯
と
物
干
棚
に
月
を
見
る
か
な

　
　
　
　
　
　

暴
風
後
の
名
月

　

大
風
の
ふ
い
た
る
跡
は
く
も
り
な
く
鏡
の
や
う
に
見
ゆ
る
名
月

　

名
月
に
歌
よ
ま
ぬ
木
も
折
柄
の
腰
を
れ
と
な
る
大
風
の
あ
と

　
　
　
　
　
　

寄
鬼
恋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
二
オ
）

　

雨
風
の
夜
に
通
ふ
と
も
茨
木
の
手
を
ば
切
ら
じ
な
十
八
の
鬼

　

後
悔
の
臍
は
か
む
と
も
雷
の
鬼
と
や
な
ら
む
恋
の
な
ら
ず
ば

　
　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

九
月
廿
二
日
と
廿
三
日
の
両
日
た
ま
／
＼
の
い
と
ま
を
得
る



　
　
　
　
　
　

ゆ
え
野
崎
左
文
翁
と
旅
行
の
事
を
約
す
目
さ
す

　
　
　
　
　
　

場
所
は
左
文
翁
取
定
む
る
筈
な
れ
ど
も
い
ま
だ
其

　
　
　
　
　
　

沙
汰
な
け
れ
ば
催
促
の
代
り
に　
　
　
　
　
　

寅
彦

　

草
ま
く
ら　
　
　
　

旅
の
お
供
を　
　
　

契
り
お
き
し

　

さ
せ
も
が
露
の　
　

た
ま
／
＼
の　
　
　

遊
び
ぞ
実
に
や

　

命
な
る　
　
　
　
　

た
ゝ
頼
み
た
る　
　

君
な
れ
ば

　

さ
し
て
行
方
も　
　

今
ご
ろ
は　
　
　
　

思
案
の
う
か
ぶ
」
（
二
ウ
）

　

海
の
み
ち　
　
　
　

近
く
て
遠
き　
　
　

わ
た
り
ま
で

　

舟
に
や
乗
ら
ん　
　

彼
の
岸
の　
　
　
　

中
日
こ
め
て

　

た
だ
二
日　
　
　
　

い
か
に
せ
ま
じ
と　

お
ぼ
し
召
す

　

見
か
け
し
山
の　
　

あ
り
も
せ
ば　
　
　

買
ひ
と
ゝ
の
へ
む

　

わ
ら
ぢ
む
し　
　
　

這
ひ
出
る
棚
を　
　

か
い
さ
ぐ
り

　

脚
絆
も
出
さ
ん　
　

つ
ゞ
ら
折　
　
　
　

け
は
し
き
坂
の

　

用
心
も　
　
　
　
　

こ
ろ
ば
ぬ
先
の　
　

杖
は
し
ら

　

す
が
る
の
外
は　
　

な
ま
よ
み
の　
　
　

か
ひ
性
な
し
は

　

目
あ
て
な
る　
　
　

先
を
聞
き
た
く　
　

お
も
ほ
ゑ
て

　

御
返
事
の
み
を　
　

い
く
へ
に
も　
　
　

松
に
取
つ
く

　

法
師
せ
み　
　
　
　

つ
く
／
＼
を
し
き　

い
と
ま
を
ば
」
（
三
オ
）

　

い
か
で
か
仇
に　
　

ひ
ぐ
ら
し
の　
　
　

も
ろ
声
聞
て

　

ひ
と
り
居
の　
　
　

柴
の
扉
に　
　
　
　

寝
つ
ゝ
あ
る
べ
き



　
　
　

君
が
足
に
任
す
る
た
び
の
返
り
ご
と

　
　
　
　
　

こ
ゝ
の
門
ま
で
ふ
み
つ
け
て
た
べ

　　
　
　
　
　
　

仝　

返
し

　

お
ん
手
紙　
　
　
　

ゐ
さ
い
拝
誦　
　
　

つ
か
ま
つ
り

　

そ
ろ
ば
ん
づ
く
の　

わ
り
前
も　
　
　
　

僅
か
二
円
か

　

三
円
の　
　
　
　
　

手
軽
き
旅
を　
　
　

す
る
が
路
や

　

冨
士
詣
で
と
は　
　

思
ひ
し
が　
　
　
　

そ
れ
は
費
用
も

　

た
か
ね
ぞ
と　
　
　

心
づ
き
て
は　
　
　

か
ぶ
り
を
も
」
（
三
ウ
）

　

ふ
る
て
ふ
圀
の　
　

相
模
な
る　
　
　
　

大
山
と
こ
そ

　

定
め
つ
れ　
　
　
　

し
か
は
あ
れ
ど
も　

ま
た
の
名
の

　

雨
降
の
山
　々
　
　

雨
ふ
ら
ば　
　
　
　

閉
口
な
れ
ど

　

お
互
ひ
に　
　
　
　

ぬ
れ
そ
ぼ
ち
た
る　

蓑
む
し
の

　

な
く
音
あ
は
れ
な　

姿
さ
へ　
　
　
　
　

時
に
と
り
て
の

　

一
興
と　
　
　
　
　

今
よ
り
覚
悟　
　
　

い
た
し
候

　

さ
す
れ
ば
二
十　
　

二
日
に
は　
　
　
　

朝
餉
も
早
く

　

く
ゐ
な
よ
と　
　
　

門
を
た
ゝ
き
て　
　

と
も
な
は
ん

　

此
よ
し
ど
う
ぞ　
　

年
呉
の　
　
　
　
　

大
人
へ
伝
へ
て

　

く
れ
竹
の　
　
　
　

ひ
と
よ
泊
り
の　
　

旅
の
空

　

日
記
か
く
に
も　
　

三
人
が　
　
　
　
　

文
殊
ほ
ど
に
は
」
（
四
オ
）



　

あ
ら
ず
と
も　
　
　

智
恵
を
し
ぼ
り
の　

染
浴
衣

　

そ
ろ
ふ
て
た
つ
も　

た
の
し
か
ら
ず
や　

　
　
　
　
　
　

○

　

約
束
を
神
に
も
か
た
く
ち
か
ひ
け
り
名
に
お
ほ
山
の
石
尊
詣
で

　
　
　
　

八
月
三
十
日
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蟹
の
屋
拝

　
　
　
　
　

柳
塢
亭
大
人　

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

柳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

撫
泉
子

　

佐
保
姫
も
春
の
に
し
き
や
織
ら
ん
と
て
糸
よ
り
か
く
る
青
柳
の
枝

　
　
　
　
　
　

○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
な
じ
人

　

鶯
の
来
れ
ば
開
く
る
梅
暦
月
日
も
よ
ろ
し
星
も
ま
た
よ
し
」
（
四
ウ
）

　
　
　
　
　
　

○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
な
じ
人

　

下
草
も
着
て
出
る
雪
の
わ
た
帽
子
見
れ
ば
嫁
菜
も
と
り
た
く
ぞ
あ
る

　
　
　
　
　
　

床
上
祝
の
鳥
子
餅

　

鳥
の
子
の
餅
を
く
ば
り
て
今
日
よ
り
は
と
や
を
出
で
た
る
心
地
こ
そ
す
れ

　
　
　
　
　
　

梅
や
し
き
の
喧

　

魁
の
花
の
兄
イ

　

が
い
さ
か
ひ
に
め
を
つ
く
も
あ
り
は
な
打
つ
も
あ
り

　
　
　
　
　
　

雑
煮
餅
に
も
た
れ
し
と
い
ふ
人
に

　

軽
々
と
ゝ
と
り
し
雑
煮
の
太
箸
に
な
ど
気
ば
か
り
は
重
く
も
た
れ
し

　
　
　
　
　

○



　
　
　
　
　
　

詞
友
三
品
藺
溪
氏
か
ね
て
見
知
れ
る
人
々
の
も
の
さ

　
　
　
　
　
　

れ
し
狂
哥
ど
も
い
と
ね
も
こ
ろ
に
し
る
し
た
ま
ひ
」（
五
オ
）

　
　
　
　
　
　

『
ま
な
ひ
の
余
韻
』
と
題
し
て
秘
め
収
め
た
ま
ひ
け

　
　
　
　
　
　

る
を
強
い
て
借
り
も
て
写
し
侍
る
に
佳
什
数
ふ
る

　
　
　
　
　
　

に
遑
あ
ら
ず
益
す
る
所
少
な
か
ら
ね
ば
序
し
て

　
　
　
　
　
　

氏
の
賜
も
の
を
謝
す
る
に
な
む

　
　
　
　
　

○
右
田
寅
彦
子
と
岡
田
氏
方
に
会
し
け
る
折

右
　
　

ふ
と
こ
ろ
の
淋
し
き
秋
は
見
る
も
う
し
金
が
敵
の
か
た
わ
れ
の
月

〃
　
　

添
竹
の
杖
突
き
の
腰
の
婆
々
な
ら
め
の
ゝ
字
に
く
ね
る
萩
の
花
妻　

　
　
　
　
　
　

赤
白
の
萩
い
つ
れ
か
よ
ろ
し
き
や
と
の
話
し
の
末

右
　
　

白
か
ら
ぬ
は
ぎ
な
れ
ば
こ
そ
め
で
た
け
れ
見
惚
れ
て
椽
を
ふ
み
も
は
ず
さ
ず

　
　
　
　
　
　

も
ち
よ
の
夜
は
の
哥
の
返
し
（
（
前
に
出
せ
り
）
）

三
　
　

い
ざ
よ
ひ
し
跡
は
た
ち
ま
ち
寝
ま
ち
也
も
ち
に
は
何
も
お
も
ひ
つ
き
な
し
」
（
五
ウ
）

　
　
　
　
　
　

ま
た
前
の
「
金
か
敵
」
の
返
し

三
　
　

そ
の
敵
尋
ぬ
る
内
に
あ
き
が
き
て
も
ち
に
つ
き
よ
の
身
こ
そ
う
さ
／
＼

　
　
　
　
　
　

萩
の
野　
　
　
　

天
明
調

岡
　
　

錦
織
る
千
草
の
花
の
ほ
こ
ろ
び
て
と
こ
ろ
／
＼
に
は
ぎ
も
あ
り
け
り

　
　
　
　
　
　

更
に
之
を
修
正
し
て

右
　
　

八
千
く
さ
の
ほ
こ
ろ
ぶ
の
べ
を
つ
く
ろ
ふ
て
と
こ
ろ
／
＼
に
は
ぎ
も
あ
る
な
り

　
　
　
　
　
　

世
事
皆
非
也　

色
に
濁
る
と
の
外



　
　
　
　
　
　

眼
に
映
ず
る
も
な
し

右
　
　

夜
を
ふ
か
す
い
も
の
た
め
に
は
何
事
も
皆
わ
ら
灰
の
煙
り
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　

予
（
巻
中
予
と
記
せ
る
は
何
れ
も
三
品
氏
の
事
）
中

　
　
　
　
　
　

座
し
て
帰
る
寅
彦
子
よ
り
お
こ
せ
し
歌　
　
　
　
　
　

」
（
六
オ
）

右
　
　

あ
ち
こ
ち
に
引
手
の
多
き
か
つ
ら
子
の
む
か
し
に
、

　
か
、

　
へ
、

　
る
耳
な
し
の
池

〃
　
　

吹
く
風
に
打
ち
な
ひ
き
た
る
青
柳
の
條
は
そ
の
ま
ゝ
か
へ
り
こ
そ
す
れ　

　
　
　
　
　
　

直
ち
に
返
し

三
　
　

耳
な
し
の
池
に
照
り
添
ふ
を
か
の
月
何
は
扨
お
き
い
ざ
行
き
て
見
ん

〃
　

青
柳
の
只
だ
一
ト

　

條
に
思
ふ
な
る
枝
は
君
を
し
招
き
こ
そ
す
れ

　
　
　
　
　
　

再
び
訪
ひ
ゆ
く
雅
談
湧
く
が
こ
と
し
延
ひ
て

　
　
　
　
　
　

禅
道
の
事
に
到
る

　
　
　
　
　
　

氷
川
に
む
れ
る
鳥
は
む
く
鳥
な
り

　
　
　
　
　
　

芸
者
な
ん
ぞ
に
は
な
は
く
れ
な
ゐ

右
　
　

ど
こ
ま
で
も
唯
お
れ
ひ
と
り
お
れ
ひ
と
り
ひ
と
り
虫
来
る
と
も
し
び
を
友
」
（
六
ウ
）

　
　
　
　
　
　

待
つ
人
あ
り
て

右
　
　

来
ぬ
人
の
お
そ
き
は
常
の
十
八
番
急
か
ず
に
待
て
よ
暫
ら
く
／
＼
／
＼

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

芋
製
の
珍
菓
を
寅
彦
子
よ
り
お
く
ら
る
予

　
　
　
　
　
　

こ
れ
を
風
味
し
て

　
　
　
　
　
　

寄
芋
恋



三
　
　

う
す
く
と
も
長
く
ち
ぎ
ら
む
い
も
か
身
は
か
み
し
め
て
こ
そ
味
は
い
づ
め
り

　
　
　
　
　
　

後
の
月
に
ま
だ
日
数
あ
る
頃

　
　
　
　
　
　

氷
川
の
森
影
に
く
つ
と
狂
歌
師
が
り
て

右
　
　

月
は
ま
だ
十
三
夜
に
は
程
遠
き
七
ツ
子
な
れ
ば
も
り
は
離
れ
ず

　
　
　
　
　
　

折
か
ら
月
さ
し
の
ほ
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
七
オ
）

〃
　
　

蒲
鉾
の
か
た
ち
に
似
た
る
月
か
げ
は
森
の
梢
の
は
に
か
ゝ
り
け
り

　
　
　
　
　
　

雑　

　
　

御
馳
走
の
豆
腐
に
耳
の
あ
る
も
憂
し
聞
え
ま
せ
ぬ
は
大
人
と
天
道

岡
　
　

庭
竹
も
主
人
の
用
に
立
て
ん
と
か
し
き
り
に
つ
く
る
た
か
ん
な
の
筆

　
　
　
　
　
　

日
月
燈　

江
海
油　

風
雷
鼓
板

　
　
　
　
　
　

天
地
間
一
大
戯
場

　
　
　
　
　
　

尭
舜
旦　

瑞
武
朱　

莽
操
浄
旦

　
　
　
　
　
　

古
今
来
許
多
脚
色

右
　
　

世
の
中
の
い
き
た
芝
居
を
山
の
手
の
た
か
み
よ
り
見
る
つ
ん
ぼ
う
桟
敷

　
　
　
　
　
　

豆
腐
に
つ
き
て

三
　
　

天
道
は
是
歟
非
歟
人
に
き
く
ら
げ
の
耳
よ
り
頼
む
お
か
べ
八
目
」（
七
ウ
）

　
　
　
　
　
　

月

三
　
　

大
根
の
袈
裟
切
と
見
し
今
日
の
月
み
そ
ひ
と
も
じ
の
種
な
り
と
し
る

　
　
　
　
　
　

こ
れ
よ
り
題
あ
り　

紅
葉
、
時
雨
、
鹿

岡
　
　

緋
ぢ
り
め
ん
の
燃
立
つ
や
う
な
初
紅
葉
高
尾
の
裾
に
ほ
の
見
え
に
け
り



三
　
　

山
々
に
想
ひ
そ
め
て
し
櫨
も
み
ぢ
濃
ぞ
頼
ま
ん
し
か
と
契
れ
ば

三
　
　

秋
風
に
吹
か
れ
て
腹
を
立
田
な
る
紅
葉
は
姫
の
赤
き
心
根

右
　
　

鳴
く
声
を
夜
毎
に
し
か
と
聞
馴
れ
て
悲
し
い
気
に
は
な
ら
の
市
人

三
　
　

は
る
／
＼
と
旅
に
き
ぬ
た
の
夜
も
す
が
ら
う
つ
ゝ
の
秋
を
ふ
る
里
の
夢

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

瀧
前
の
落
葉　

右
　
　

夏
は
み
ど
り
秋
は
も
み
ぢ
の
散
り
そ
め
て
赤
く
染
め
た
る
瀧
の
白
糸
」
（
八
オ
）

右
　
　

う
ま
酒
の
三
わ
の
い
が
き
の
む
ら
時
雨
徳
利
の
や
う
に
又
も
ふ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
は
社
頭
の
時
雨
と
い
へ
る
題
に
て

　
　
　
　
　
　

○
雑

右
　
　

さ
え
渡
る
弓
張
月
を
す
か
し
見
れ
ば
百
歩
の
外
に
柳
散
る
な
り

三
　
　

光
陰
は
矢
よ
り
も
早
く
た
つ
か
弓
ま
た
満
月
と
引
絞
り
つ
ゝ

　
　
　
　
　
　

料
理
に
菊
を
愛
す
る
こ
と
淵
明
は
も
の
か
は

右
　
　

飲
む
時
は
菊
を
さ
し
み
の
つ
ま
に
採
て
五
斗
兵
衛
に
さ
へ
腰
を
か
ゞ
め
ず

　
　
　
　
　
　

酒
は
飲
む
べ
し

〃
　
　

先
ず
礼
に
始
ま
る
酒
の
燗
徳
利
袴
を
穿
て
出
る
ぞ
を
か
し
き

　
　
　
　
　
　

酒
は
飲
む
べ
か
ら
ず

〃
　
　

四
君
子
の
ら
ん
に
終
り
を
見
す
る
か
な
酔
ふ
て
は
耻
も
知
ら
ぬ
席
書
」
（
八
ウ
）

　
　
　
　
　
　

あ
れ
も
人
の
子
と
は
雪
の
日
の
み
か
は

　
　
　
　
　
　

憫
れ
む
べ
き
は
酒
屋
の
御
用
な
り



〃
　
　

飲
む
人
は
浮
い
て
見
え
た
る
水
鳥
も
足
に
ひ
ま
な
き
樽
拾
ひ
か
な

　
　
　
　
　
　

○

　
　

酒
の
た
め
討
死
を
す
る
宴
会
は
諸
所
に
て
猪
口
を
さ
し
ち
が
へ
け
り

　
　

通
帳
片
手
に
さ
げ
て
行
く
も
の
は
昼
夜
を
す
て
ぬ
米
の
水
か
な

　
　
　
　
　
　

昨
夜
仕
事
の
ひ
ま
に
と
あ
り
て

　
　

花
は
た
ゞ
雲
か
と
見
え
て
木
の
知
れ
ぬ
麻
布
の
里
の
春
ぞ
恋
し
き

　
　

頬
杖
を
ひ
と
り
筑
摩
の
鍋
町
に
か
さ
ね
て
ぞ
居
る
座
蒲
団
の
つ
ま

　
　
　
　
　
　

柳
橋
及
び
鶴
見
に
出
火
あ
り
し
夜

　
　

若
草
の
つ
ま
や
も
ゆ
ら
む
柳
橋
火
事
の
煙
も
こ
む
る
春
と
て　
　
　

」
（
九
オ
）

右
　
　

ひ
と
時
も
首
を
の
ば
せ
は
千
年
ふ
る
鶴
見
の
火
事
の
知
ら
せ
を
ば
ま
つ

　
　
　
　
　
　

楽
天
の
誥
あ
り
て
後

〃
　
　

い
て
我
も
ひ
と
つ
心
に
な
り
ひ
さ
ご
ひ
さ
し
か
る
べ
き
世
を
安
く
せ
ん

　
　
　
　
　
　

是
よ
り
出
社
す
と
て

〃
　
　

是
よ
り
は
又
も
に
か
い
の
夜
稼
ぎ
に
盗
句
か
ゝ
ん
泥
棒
の
種

　
　
　
　
　
　

案
山
子
の

さ
ん賛

に
無
理
な
る
事
を
か
く
も

　
　
　
　
　
　

我
田
へ
水
を
引
く
に
こ
そ

右
　
　

僧
都
と
は
い
は
れ
な
が
ら
も
竹
の
弓
よ
つ
ぴ
い
て
ゐ
る
熊
谷
堤

　
　
　
　
　
　

修
禅
寺
行
の
際
狩
野
川
を
渡
る
と
て

右
　
　

狩
野
と
い
ふ
流
れ
を
た
ど
る
と
ら
彦
が
何
と
て
竹
の
杖
を
つ
き
け
む

　
　
　
　
　
　

美
女
の
か
た
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
九
ウ
）



　
　

顔
は
花
指
は
白
魚
肌
は
雪
身
持
も
い
づ
れ
人
で
な
し
め
歟

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

小
宮
山
間
米
子
古
き
扇
子
へ
戯
れ
に

　
　
　

涼
し
さ
や
ひ
と
り
で
あ
る
夜
夏
の
月

　
　
　
　
　
　

と
記
さ
れ
し
を
寅
彦
子
見
て

　
　
　

世
は
な
ん
の
二
人
で
或
夜
な
つ
の
月

　
　
　
　
　
　

藺
溪
子
も

　
　
　

欄
干
に
ぼ
ん
や
り
あ
る
夜
夏
の
月

　
　
　
　
　
　

以
上
三
句
此
集
中
の
も
の
に
あ
ら
ね
ど
酔
中
三
君
の
心
事

　
　
　
　
　
　

を
か
し
き
節
あ
れ
ば
写
し
置
く

　
　
　
　
　
　

○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
十
オ
）

　
　
　
　
　
　

春
雨

　
　

休
み
な
く
降
る
春
の
夜
の
雨
の
足
明
日
と
も
な
ら
ば
は
れ
上
る
ら
む

　
　

春
雨
の
ふ
り
出
し
た
る
ぞ
薬
な
る
か
ぜ
は
名
残
も
凪
て
し
ま
へ
ば

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

金
沢
雨
中
行

　
　
　
　
　
　

明
治
卅
一
戌
歳
卯
花
月
三
日
と
い
ふ
大
祭
日
を
期
し
て
社
友

　
　
　
　
　
　

柳
塢
亭
初
め
藺
溪
老
眠
柳
兄
瀬
戸
氏
及
び
わ
れ
一
行

　
　
　
　
　
　

五
名
武
州
金
沢
を
志
さ
し
て
一

に
ち日

の
旅
を
試
ろ
む
此
日
朝

　
　
　
　
　
　

よ
り
春
雨
し
と
ゝ
に
降
り
出
で
ゝ
天
文
通
の
柳
塢
亭
も
匕
を
投



　
　
　
　
　
　

げ
た
れ
ど
一
行
更
に
騒
が
ず
し
て
新
橋
よ
り
汽
車
に
乗
じ
品
川

　
　
　
　
　
　

に
て
約
の
如
く
眠
柳
子
と
会
す
雨
ま
す
／
＼
烈
し
く
汽
車
の
」
（
十
ウ
）

　
　
　
　
　
　

鎌
倉
に
着
せ
し
頃
は
殆
ん
ど
面
を
向
く
べ
く
も
あ
ら
ず
停

　
　
　
　
　
　

車
場
を
出
で
ゝ
只
走
り
に
走
り
漸
く
荒
物
売
る
店
に
辿
り
つ
き

　
　
　
　
　
　

て
わ
れ
は
大
黒
傘
を
求
む
寅
彦
子
も
糸
立
二
枚
を
購
ふ
此

　
　
　
　
　
　

日
横
浜
貿
易
商
組
合
夏
の
運
動
会
あ
り
て
同
時
に
落
合
ひ

　
　
　
　
　
　

仝
じ
く
雨
具
求
む
る
も
の
多
く
既
に
大
方
は
売
尽
し
柳
塢
亭

　
　
　
　
　
　

が
辛
う
じ
て
手
に
入
れ
し
糸
立
二
枚
と
も
鼠
の
歯
の
痕
夥

　
　
　
　
　
　

し
く
常
な
ら
ば
鶏
の
塒
に
も
敷
き
て
ん
と
か
い
や
り
捨
つ
べ
き
を

　
　
　
　
　
　

今
日
ば
か
り
は
得
意
げ
に
被
り
て
そ
が
一
枚
を
藺
溪
老
に

　
　
　
　
　
　

着
せ
た
る
こ
そ
旅
は
憂
き
も
の
と
思
ひ

あ
た当

ら
れ
て
涙
さ
し
ぐ

　
　
　
　
　
　

ま
る
ゝ
業
な
れ
去
る
程
に
星
月
夜
と
は
そ
ら
頼
め
な
る
雨
を

　
　
　
　
　
　

衝
い
て
鎌
倉
名
所
の
随
一
た
る
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
に
詣
つ
」
（
十
一
オ
）

　
　
　
　
　
　

数
十
階
の
段
か
つ
ら
苔
蒸
し
て
神
寂
び
た
る
い
と
を
か
し

　
　
　
　
　
　

社
前
に
額
づ
き
て

○筆
運
長
久
を
祈
り
白
旗
宮
を
も
一

筆
字
改

○文　
　

拝
し
て
寅
彦
子
が
待
ち
た
る
茶
亭
に
帰
る
子
は
鎌
倉

　
　
　
　
　
　

通
と
し
て
同
人
間
に
少
し
く
知
ら
れ
た
る
先
輩
な
れ
ば

　
　
　
　
　
　

快
日
は
グ
ッ
と
落
着
き
払
ひ
初
め
て
の
者
は
緩
り
と

　
　
　
　
　
　

見
て
来
た
ま
へ
と
云
へ
り
我
等
も
け
む
た
き
梶
原
の
居

　
　
　
　
　
　

ら
ぬ
が
よ
し
と
皆
急
ぎ
詣
で
た
る
跡
に
て
子
曰
く



　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
氏
等
の
鶴
ヶ
岡
参
拝
を
茶
店
に
待
ち
て

　
　

君
が
脛
の
長
し
と
い
へ
ど
鶴
ヶ
岡
見
惚
れ
て
た
て
ば
連
ぞ
う
れ
ふ
る

　
　
　
　
　
　

雨
甚
だ
し
朝
比
奈
峠
に
向
ふ
路
を
岐
に
取
り
て
半
里
斗
り

　
　
　
　
　
　

大
塔
宮
を
祀
れ
る
鎌
倉
宮
に
詣
で
逆
賊
足
利
某
の
為
」
（
十
一
ウ
）

　
　
　
　
　
　

め
に
幽
せ
ら
れ
た
ま
ひ
し
土
窟
を
拝
覧
す
入
口
方
一
間
に
過
ぎ

　
　
　
　
　
　

ず
奥
は
右
の
方
へ
広
く
十
一
畳
程
と
申
せ
ど
勿
論
上
下
四

　
　
　
　
　
　

面
岩
石
の
み
深
一
丈
三
四
尺
口
狹
け
れ
ば
日
の
光
り
も
及
ば

　
　
　
　
　
　

ず
湿
気
し
と
／
＼
と
肌
に
迫
る
一
行
拝
し
了
り
て
只
涙

　
　
　
　
　
　

を
催
ほ
し
奉
る
の
み
洒
落
気
全
く
失
せ
た
る
は
遉
が
に
南

　
　
　
　
　
　

朝
の
遺
臣
打
揃
へ
ば
な
り
柳
塢
亭
つ
ゝ
し
み
て

　
　

鎌
倉
と
い
へ
ば
掻
い
て
ぞ
切
り
に
け
る
竹
の
園
生
の
こ
の
君
の
首

　
　
　
　
　
　

御
窟
よ
り
右
の
方
三
十
間
斗
り
小
高
き
丘
の
上
に
宮
の
御
首

　
　
　
　
　
　

級
を
打
捨
て
ま
い
ら
せ
し
所
あ
り
淵
辺
伊
賀
と
云
へ
る
が
御
し
る

　
　
　
　
　
　

し
を
掲
げ
な
が
ら
余
り
の
恐
ろ
し
さ
に
都
へ
は
得
持
ち
行

　
　
　
　
　
　

か
れ
で
斯
く
捨
て
ゝ
ぞ
行
き
け
る
と
伝
ふ　
　
　
　

」
（
十
二
オ
）

　
　
　
　
　
　

途
を
転
じ
て
朝
比
奈
峠
に
向
ふ
風
と
雨
と
ま
す
／
＼
一
行
を

　
　
　
　
　
　

苦
し
め
け
る
が
山
は
遉
が
に
春
な
れ
ば
若
葉
の
緑
染
め

　
　
　
　
　
　

出
だ
し
て
か
ゝ
る
折
に
も
長
閑
な
り
寅
彦
子
は
先
の
程
よ
り

　
　
　
　
　
　

わ
が
大
黒
傘
を
物
の
用
に
立
て
ん
と
打
案
じ
つ
る
様
あ
り

　
　
　
　
　
　

り
し
が
果
し
て



　
　

春
の
雨
山
も
に
こ
／
＼
笑
ふ
な
り
大
黒
傘
を
さ
し
て
行
く
手
に

　
　
　
　
　
　

と
例
の
如
く
吐
く
心
憎
し
ま
た

　
　

坂
道
も
お
め
ず
お
く
せ
ず
金
沢
の
里
へ
つ
ん
出
る
朝
比
奈
峠

　
　
　
　
　
　

曽
我
に
あ
ら
ず
も
皆
兄
弟
分
の
仲
と
て
対
面
の
当
込
み

　
　
　
　
　
　

大
受
け
な
り
、
道
は
次
第
に
仰
ぎ
谷
は
漸
く
迫

　
　
　
　
　
　

り
て
奇
景
応
接
に
遑
な
し
と
や
云
は
ん　
　
　
　
　

」
（
十
二
ウ
）

　
　
　
　
　
　

険
し
き
坂
を
上
り
て
十
余
丁
こ
ゝ
頂
上
の
茶
亭
に
憩
ふ
折
焼
く

　
　
　
　
　
　

柴
に
暖
ま
り
て
寒
さ
少
し
く
退
ぞ
き
た
る
に
早
や
好
き
な
熱
を

　
　
　
　
　
　

吹
き
て
喧
ま
し
是
よ
り
は
下
り
仝
じ
く
十
余
丁
の
峻
坂
な
り

　
　
　
　
　
　

道
ぬ
か
り
て
足
許
危
う
げ
な
り
し
が
終
に
転
け
た
る
も
の
あ
り

　
　
　
　
　
　

名
は
云
は
ず
更
に
行
き
／
＼
て
六
浦
の
庄
に
達
す
過
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　

ば
忽
ち
金
沢
に
て
九
覧
亭
は
里
の
入
口
な
る
金
龍
院
の

　
　
　
　
　
　

後
へ
の
岡
に
立
て
り
八
景
と
能
見
堂
と
を
併
せ
見
る
と
て
此

　
　
　
　
　
　

名
あ
る
よ
し
亭
の
外
面
に
立
て
ば
雨
風
烈
し
く
面
を
撲

　
　
　
　
　
　

つ
を
ヂ
ツ
と
堪
え
て
打
眺
む
れ
ば
左
手
に
近
く
瀬
戸
洲
ノ
崎

　
　
　
　
　
　

其
後
方
に
小
泉
の
山
、
称
名
寺
の
家
根
は
森
に
ほ
の
見
ゆ
其

　
　
　
　
　
　

下
は
松
原
つ
ゞ
き
の
海
に
沿
ひ
て
長
く
白
沙
の
隠
現
す
る
状
「
（
十
三
オ
）

　
　
　
　
　
　

天
の
橋
立
、
三
保
の
松
原
も
か
く
や
と
思
は
る
ゝ
是
れ
乙
鞆

　
　
　
　
　
　

な
り
乙
鞆
の
端
突
出
で
た
る
一
村
は
野
崎
に
て
之
と
相
対

　
　
　
　
　
　

ひ
入
江
を
隔
て
ゝ
右
に
内
川
の
里
は
山
を
背
に
し
て
連



　
　
　
　
　
　

れ
り
烏
帽
子
岩
夏
島
な
ど
雨
に
包
ま
れ
て
朧
ろ
げ
な
る
も

　
　
　
　
　
　

を
か
し
藺
溪
老
興
に
乗
じ
て

　
　

八
景
を
九
覧
亭
に
と
ほ
見
し
つ
千
万
無
量
う
れ
し
か
り
け
る

　
　
　
　
　
　

見
了
り
て
亭
を
下
れ
ば
飛
石
と
云
ふ
大
き
な
る
石
あ
り
蔦

　
　
　
　
　
　

か
つ
ら
に
覆
は
れ
苔
蒸
し
て
注
連
く
ゝ
し
あ
り
昔
三

　
　
　
　
　
　

島
明
神
の
幣
飛
び
来
り
て
此
上
に
止
ま
り
し
と
い
ふ

　
　

箱
庭
と
人
も
い
ふ
な
る
八
景
を
な
が
む
る
寺
に
飛
石
も
あ
り

　
　
　
　
　
　

こ
は
柳
子
の
即
詠
、
さ
て
先
に
見
た
る
瀬
戸
洲
ノ
崎
」
（
十
三
ウ
）

　
　
　
　
　
　

を
過
ぎ
塩
田
の
傍
な
る
堤
を
経
て
野
島
に
着
し
野

　
　
　
　
　
　

島
舘
と
云
ふ
料
亭
に
入
る
濡
れ
そ
ぼ
ち
た
る
脚
半
草
鞋

　
　
　
　
　
　

を
脱
ぎ
て
座
敷
に
落
着
き
し
時
の
心
地
得
も
云
は
れ
ざ
り

　
　
　
　
　
　

し
風
呂
焚
か
せ
て
湯
に
入
り
し
時
は
ま
た
更
に
。

　
　
　
　
　
　

家
居
な
ほ
新
し
う
海
に
臨
み
て
座
敷
の
造
り
ざ
ま
い
と

　
　
　
　
　
　

を
か
し
烏
帽
子
岩
夏
嶋
な
ど
眼
前
に
並
び
遠
く
房
総

　
　
　
　
　
　

の
山
々
を
見
て
左
り
の
方
水
や
空
な
る
大
海
原
の
波
あ
ら
く

　
　
　
　
　
　

か
く
れ
岩
な
ど
ほ
の
見
ゆ
る
も
夏
島
を
界
に
入
江
と

　
　
　
　
　
　

な
り
て
海
は
鏡
に
ぞ
似
た
り
け
る
わ
れ
こ
ゝ
に
至
り
て
斯
な
ん

　
　

手
に
取
り
て
い
た
ゞ
く
斗
り
烏
帽
子
岩
さ
す
が
野
島
は
八
景
の
か
し
ら

　
　
　
　
　
　

柳
塢
亭
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
十
四
オ
）

　
　

晴
る
ゝ
か
と
疑
ひ
の
か
を
瑕
に
し
て
も
五
百
両
な
る
雨
の
夏
し
ま



　
　
　
　
　
　

鮮
ら
し
き
魚
を
肴
に
酒
を
呼
び
て
や
ゝ
元
気
づ
き
た
れ
ば
途

　
　
　
　
　
　

中
の
失
策
な
ど
語
り
出
で
魚
は
身
を
突
付
き
な
が
ら

　
　
　
　
　
　

話
は
人
の
あ
ら
を
ほ
じ
り
て
互
み
に
罵
り
合
ふ
持
つ
た
が

　
　
　
　
　
　

病
ひ
な
り
け
り
此
仙
境
に
二
月
三
月
が
ほ
ど
居
た
ら
ん
に
は

　
　
　
　
　
　

全
快
す
べ
く
や
覚
束
な
し
柳
子
独
り
笑
つ
て
天
下
皆
酔

　
　
　
　
　
　

へ
り
わ
れ
独
り
醒
め
た
り

　
　

女
文
字
の
か
な
沢
の
里
け
ふ
こ
え
て
草
臥
れ
な
が
ら
ゑ
ひ
も
せ
ぬ
酒

　
　
　
　
　
　

旅
衣
き
つ
ね
酒
の
注
ぎ
て
も
／
＼
限
り
な
き
に
似
た
り

　
　
　
　
　
　

雨
小
休
み
な
く
降
り
続
く
人
々
此
家
に
一
夜
明
か
さ
ん
と
云

　
　
　
　
　
　

ふ
を
眠
柳
瀬
戸
両
子
の
み
去
り
難
き
事
を
も
て
れ
ば
」
（
十
四
ウ
）

　
　
　
　
　
　

今
宵
は
是
非
帰
り
て
ん
暮
れ
ぬ
中
に
と
て
そ
こ
／
＼
に
出
づ

　
　
　
　
　
　

わ
び
し
け
れ
ど
止
め
ん
や
う
も
な
け
れ
ば
わ
れ

　
　

き
た
な
く
も
泥
に
塗
れ
し
姿
に
て
う
し
ろ
見
せ
つ
ゝ
帰
る
人
影

　
　
　
　
　
　

残
れ
る
は
柳
、
藺
、
わ
れ
の
三
人
皆
い
と
う
を
と
な
し
き
男

　
　
　
　
　
　

な
れ
ば
重
盛
知
盛
の
卿
な
ど
に
離
れ
た
ら
ん
平
家
の

　
　
　
　
　
　

公
達
か
と
思
は
れ
て
舘
の
女
即
ち
舘
女
ど
も
哀
れ
心

　
　
　
　
　
　

細
く
や
顔
を
背
向
け
て
涙
を
拭
ふ
後
に
て
聞
け
ば
欠
伸

　
　
　
　
　
　

の
出
で
し
に
と

　
　
　
　
　
　

酔
い
し
れ
て
今
は
徳
利
と
共
に
倒
れ
な
が
ら
も
明
日
の
て
け

　
　
　
　
　
　

心
に
か
ゝ
り
て
柳
子
藺
子
眠
り
も
や
ら
ず
顔
は
重
箱
に
似



　
　
　
　
　
　

た
れ
ど
眼
は
皿
の
如
し
程
な
く
柳
子
呻
き
出
で
た
る
は
若
し
」
（
十
五
オ
）

　
　
　
　
　
　

旅
馴
れ
ぬ
身
の
疝
癪
に
て
も
と
人
々
気
遣
ふ
を
制
し

　
　
　
　
　
　

て
左
の
八
景
の
狂
哥
を
な
ん
示
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

平
潟
の
落
雁

　
　

平
潟
に
琴
柱
の
や
う
な
雁
の
つ
ら
十
三
峠
越
え
て
こ
そ
来
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

称
名
寺
の
晩
鐘

　
　

入
相
の
鐘
は
六
字
の
称
名
寺
夕
日
も
西
の
方
へ
こ
そ
行
け

　
　
　
　
　
　
　
　

乙
鞆
の
帰
帆

　
　

乙
鞆
に
汐
焼
く
煙
り
灸
に
似
て
あ
し
さ
へ
い
と
ゞ
軽
き
入
舩

　
　
　
　
　
　
　
　

野
嶋
の
夕
照

　
　

白
浪
は
寄
れ
ど
野
島
の
夕
日
影
照
ら
せ
ば
流
石
盗
句
も
出
ず

　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉
の
夜
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
十
五
ウ
）　
　
　

　
　

一
刷
毛
に
書
き
た
る
絵
に
ぞ
似
た
り
け
る
う
す
墨
の
山
こ
い
づ
み
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　

洲
崎
の
晴
嵐

　
　

風
軽
く
ふ
き
ぬ
く
海
の
鏡
か
と
見
ゆ
る
洲
崎
ぞ
天
下
一
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　

内
川
の
暮
雪

　
　

外
か
は
の
眺
め
は
迚
も
及
ば
じ
な
雪
積
む
山
の
内
か
は
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
の
秋
月

　
　

隈
も
な
き
名
月
の
夜
の
芋
と
瀬
戸
離
れ
が
た
な
き
仲
秋
ぞ
よ
き

　
　
　
　
　
　

古
人
も
思
ひ
到
ら
ざ
る
取
な
し
い
と
手
際
よ
く
景
色
と



　
　
　
　
　
　

共
に
此
歌
も
飽
か
ず
眺
め
ら
る
ゝ
ぞ
か
し

わ
れ
羨
や
ま
し

　
　
　
　
　
　

さ
の
余
り
直
に
も
八
景
を
三
ッ
づ
ゝ
詠
み
て
驚
ろ
か
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　

思
ひ
し
も
案
じ
つ
か
ず
只
一
ッ
に
て
已
む
其
歌　

」（
十
六
オ
）

　
　

さ
か
づ
き
の
円
き
は
瀬
戸
の
秋
の
月
い
と
ゞ
隈
な
く
さ
し
も
こ
そ
す
れ

　
　
　
　
　
　

拙
な
き
歌
も
柳
子
は
上
戸
わ
れ
は
下
戸
な
れ
ば
位
違

　
　
　
　
　
　

へ
る
是
非
な
し
、
斯
く
て
雨
風
の
波
の
音
に
和
し
て
凄

　
　
　
　
　
　

ま
し
き
ま
で
響
き
渡
れ
ば
明
日
の
舩
出
に
横
須
賀
ま

　
　
　
　
　
　

で
の
海
上
い
か
ゞ
あ
ら
ん
今
宵
已
み
て
ほ
し
と
人
々
気
を

　
　
　
　
　
　

揉
む
雨
乞
ひ
の
歌
は
昔
も
あ
な
れ
ど
晴
を
祈
れ
る
は

　
　
　
　
　
　

見
え
ず
い
ざ
晴
乞
ひ
せ
ん
と
柳
子
寝
床
の
裡
に
謹
み

　
　
　
　
　
　

畏
こ
み
て
詠
め
る

　
　

降
過
ぎ
て

う憂
し
と
三
島
の
神
の
罰
に
雨
の
足
こ
そ
は
れ
あ
が
る
ら
め

　
　
　
　
　
　

雨
の
足
は
い
か
ゞ
あ
る
べ
き
我
足
は
昼
の
疲
れ
に
確
か
に

　
　
　
　
　
　

は
れ
た
り
と
擦
り
な
が
ら
わ
れ
云
ふ
柳
子
口
惜
し
が
」
（
十
六
ウ
）

　
　
　
　
　
　

り
て
君
の
足
な
ら
ば
嘸
ぞ
な
が
雨
に
て
あ
り
つ
ら
ん
能
く
も

　
　
　
　
　
　

は
れ
た
り
と
い
ふ
返
詞
な
り
い
と
睡
た
か
り
し
か
ば
。

　
　
　
　
　
　

夜
明
け
ぬ
れ
ば
海
の
面
波
立
ち
た
れ
ど
雨
は
正
し
く
休
み

　
　
　
　
　
　

て
日
か
げ
薄
う
し
ま
山
を
照
ら
す
柳
子
い
た
く
誇
り
て
晴

　
　
　
　
　
　

乞
ひ
の
歌
の
徳
を
自
か
ら
褒
め
た
ゝ
え
仕
た
り
顔
に
空

　
　
　
　
　
　

を
見
廻
は
す
を
三
遍
煙
草
ふ
か
し
て
鼻
蠢
め
か
す



　
　
　
　
　
　

其
煙
り
沖
を
走
れ
る
蒸
汽
舩
の
と
対
な
り

　
　
　
　
　
　

藺
溪
子
こ
そ
羨
や
ま
る
れ
歌
の
徳
は
聞
か
さ
れ
も
せ

　
　
　
　
　
　

で
浜
辺
の
干
潟
に
下
り
立
ち
貝
を
あ
さ
り
蛤
な
ど
拾
ひ
つ
ゝ

　
　

歩
ひ
ゆ
く
か
ひ
も
あ
り
そ
の
朝
ぼ
ら
け
み
る
め
多
か
る
け
し
き
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　

と
書
い
つ
け
て
出
す
字
は
美
事
に
走
り
書
な
れ
ど
も
」
（
十
七
オ
）

　
　
　
　
　
　

貝
の
事
な
れ
ば
ひ
ろ
ひ
読
み
に
こ
そ
読
ま
め

　
　
　
　
　
　

斯
く
て
横
須
賀
行
の
舩
促
が
し
立
つ
れ
ば
常
は
舩
人
一
人

　
　
　
　
　
　

に
て
す
な
る
舩
路
も
今
日
し
風
荒
く
波
立
て
れ
る
に

　
　
　
　
　
　

楫
取
と
も
三
人
つ
く
雨
は
晴
乞
の
歌
に
休
み
た
り

　
　
　
　
　
　

若
し
や
み
乞
の
歌
を
も
詠
み
た
ら
ん
に
は
風
も
疾
く

　
　
　
　
　
　

已
む
べ
か
り
し
を
と
人
々
喞
ち
ぬ
、
は
れ
乞
と
云
ひ
や
み

　
　
　
　
　
　

乞
と
云
ふ
皆
く
す
し
の
手
際
め
き
た
れ
ど
例
の
薬
だ

　
　
　
　
　
　

に
あ
ら
ば
空
模
様
の
脈
を
引
か
で
も
心
強
く
あ
り
な
ん
と

　
　
　
　
　
　

て
酒
用
意
し
て
舩
に
乗
る
快
よ
さ
口
に
も
得
云
へ
ず

　
　
　
　
　
　

況
ん
や
筆
に
を
や
鏡
の
如
き
入
江
を
乗
り
出
で
ゝ

　
　
　
　
　
　

烏
帽
子
岩
の
外
は
さ
す
が
に
波
高
く
凡
そ
四
五
尺
」（
十
七
ウ
）

　
　

せ
ん
ど
う
の
多
け
れ
ば
に
や
安
々
と
波
の
山
に
も
押
し
あ
ぐ
る
舩

　
　
　
　
　
　

わ
れ
斯
く
云
ひ
て
青
く
な
れ
る
人
々
を
慰
さ
む
畳

　
　
　
　
　
　

の
如
き
海
な
ら
ま
し
か
ば
机
に
倚
り
て
舩
漕
ぎ
馴
れ
し
身

　
　
　
　
　
　

の
聊
か
驚
ろ
く
所
な
け
れ
ど
大
海
原
の
面
も
波
荒
け



　
　
　
　
　
　

れ
ば
胸
噪
ぎ
の
し
つ
る
も
宜
な
り
藺
溪
子
声
張
り
揚

　
　
　
　
　
　

げ
て
得
意
の
唐
う
た
唄
ふ
雲
か
山
か
と
見
ゆ
る
波

　
　
　
　
　
　

に
も
恐
れ
ず
と
の
勢
ひ
を
見
す
る
な
ら
ん
が
其
声
の
顫

　
　
　
　
　
　

へ
た
る
は
舩
の
揺
る
ゝ
が
為
め
な
る
へ
し

　
　
　
　
　
　

あ
ら
川
の
掘
割
を
過
ぎ
て
横
須
賀
に
着
き
し
は
僅
か

　
　
　
　
　
　

半
時
に
足
ら
ず
帆
を
揚
げ
て
走
り
来
り
し
故
と
舩

　
　
　
　
　
　

人
は
誇
れ
り
港
内
に
は
軍
艦
済
遠
、
須
磨
、
松
島
、」（
十
八
オ
）

　
　
　
　
　
　

な
ど
七
八
艘
碇
を
下
ろ
せ
る
中
に
例
の
冨
士
艦
あ
り

　
　
　
　
　
　

柳
塢
亭
膽
を
潰
し
て

　
　

見
事
さ
に
夢
と
思
ふ
も
目
出
た
き
は
三
国
一
の
冨
士
艦
に
こ
そ

　
　
　
　
　
　

か
く
い
ひ
て
舩
よ
り
上
り
人
の
隧
道
を
潜
り
て
停
車

　
　
　
　
　
　

場
に
入
り
十
時
過
ぐ
る
頃
汽
車
に
乗
込
み
て
都

　
　
　
　
　
　

の
棲
家
へ
戻
り
ぬ
此
間
革
ぶ
く
ろ
を
肩
に
せ
し
柳

　
　
　
　
　
　

子
藺
子
と
も
疲
れ
に
た
れ
ば
家
路
を
の
み
急
ぎ
て
か

　
　
　
　
　
　

へ
る
の
歌
袋
は
手
を
も
つ
け
ず
駄
洒
落
の
み
井
出
の
山

　
　
　
　
　
　

吹
こ
ゝ
に
は
云
は
ぬ
い
ろ
／
＼
の
事　
　
　
　
　

（
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
中
行
拾
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
ヶ
岡
に
て
わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
十
八
ウ
）

　
　

つ
れ
は
皆
群
れ
て
詣
で
し
鶴
ヶ
岡
首
を
の
ば
し
て
一
人
待
ち
け
り

　
　
　
　
　
　

と
柳
塢
亭
が
独
り
茶
亭
に
あ
り
て
待
て
る
を
気
遣



　
　
　
　
　
　

ひ
て
詠
む
柳
子
は
さ
ま
で
待
た
ず
と
云
ひ
つ
ゝ

　
　

見
物
も
早
い
が
勝
と
踵
を
や
ひ
る
が
へ
し
け
ん
白
旗
の
宮

　
　
　
　
　
　

わ
れ
ま
た
鎌
倉
の
宮
を
拝
し
て

　
　

宮
柱
太
し
き
立
て
ゝ
鎌
く
ら
に
祀
れ
る
親
王
は
国
の
礎

　
　
　
　
　
　

柳
塢
亭
は
頼
朝
屋
敷
跡
を
過
ぎ
つ
ゝ

　
　

頼
朝
の
屋
敷
跡
と
て
弓
矢
と
る
案
山
子
の
形
も
頭
で
つ
か
ち

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

塩
原
の
若
葉

　
　
　
　
　
　

皐
月
の
九
日
十
日
の
両
日
を
以
て
柳
塢
亭
大
人
と
」（
十
九
オ
）

　
　
　
　
　
　

わ
れ
野
州
塩
原
に
二
日
の
清
遊
を
試
ろ
む

　
　
　
　
　
　

み
ち
の
記
は
載
せ
て
朝
日
の
紙
上
に
あ
れ
ば
省

　
　
　
　
　
　

き
つ
こ
ゝ
に
は
旅
中
の
ざ
れ
歌
を
の
み
か
い
つ
く

　
　
　
　
　
　
　

那
須
原
を
過
ぎ
て　
　
　
　
　
　

寅
彦
子

　
　

我
は
ま
た
疲
れ
て
辿
る
大
汗
の
霰
た
ば
し
る
那
須
の
篠
原

　
　
　
　
　
　
　

関
谷
の
里

　
　

行
春
の
無
切
手
な
れ
ば
通
り
兼
ね
て
関
谷
は
今
も
花
の
真
盛
り

　
　
　
　
　
　
　

箒
川

　
　

水
清
き
流
れ
の
音
に
世
の
中
の
塵
は
と
ゞ
め
ぬ
箒
川
か
な

　
　
　
　
　
　
　

児
ヶ
淵

　
　

法
師
な
ら
ぬ
身
も
木
の
端
の
葉
越
し
よ
り
見
惚
れ
て
立
ち
し
児
ヶ
淵
か
な
」（
十
九
ウ
）



　
　
　
　
　
　
　

洞
門

　
　

山
姫
も
化
粧
に
よ
り
て
若
葉
時
洞
門
の
穴
の
あ
く
ま
で
ぞ
見
る

　
　
　
　
　
　
　

天
狗
岩

　
　

天
狗
て
ふ
岩
の
鼻
さ
へ
高
け
れ
ば
自
慢
と
ぞ
見
る
塩
原
名
所

　
　
　
　
　
　
　

舛
屋
に
宿
り
て

　
　

草
臥
れ
し
旅
の
愁
い
を
掃
ひ
け
り
箒
河
原
の
宿
の
晩
酌

　
　
　
　
　
　
　

高
尾
塚
に
例
の
晴
乞

　
　

天
気
さ
へ
明
日
ま
で
待
て
よ
高
尾
塚
ふ
ら
ぬ
遊
び
の
古
跡
な
り
せ
ば

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

柳
塢
亭
雑
詠

　
　

卯
木
垣
深
雪
と
見
し
に
引
替
へ
て
今
は
あ
は
れ
に
朝
皃
の
咲
く
」
（
二
十
オ
）

　
　

手
廻
ら
ぬ
か
せ
き
の
角
の
細
工
場
に
妻
も
呼
ふ
な
り
奈
良
の
市
人

　
　

餌
を
ね
だ
る
奈
良
の
男
鹿
は
ほ
ら
／
＼
と
行
か
ふ
人
の
褄
や
恋
ふ
ら
ん

　
　
　
　
　
　

秋
日
御
殿
場
を
過
ぎ
て

　
　

紅
葉
す
る
峰
の
こ
し
元
錦
着
て
山
姫
君
を
守
る
御
殿
場

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

戯
れ
に
深
川
八
景
を
よ
め
る　
　
　
　
　
　

笑
月

　
　
　
　
　
　

冬
木
弁
天
の
落
雁

　
　

美
く
し
き
姿
に
雁
も
見
と
れ
け
ん
つ
ら
を
乱
し
て
落
つ
る
池
の
面

　
　
　
　
　
　

冨
ヶ
岡
の
夕
照



　
　

弓
矢
神
ゐ
ま
す
宮
居
に
夕
ば
え
の
あ
か
ね
さ
し
ぬ
く
玉
垣
も
見
ゆ

　
　
　
　
　
　

砂
村
の
晴
嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
二
十
ウ
）

　
　

遠
し
と
も
せ
ん
き
稲
荷
へ
詣
で
な
む
は
れ
て
ぞ
見
ゆ
る
砂
む
ら
の
里

　
　
　
　
　
　

佃
の
暮
雪

　
　

汐
風
に
さ
ら
せ
し
肌
も
化
粧
し
て
人
目
に
つ
く
だ
雪
の
夕
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　

永
代
橋
の
秋
月

　
　

く
ろ
か
ね
の
橋
も
隈
な
く
照
り
そ
ふ
て
し
ろ
か
ね
色
に
見
ゆ
る
月
影

　
　
　
　
　
　

洲
崎
の
夜
雨

　
　

傾
城
の
つ
れ
な
く
も
ま
た
こ
ぬ
か
雨
ふ
り
と
ほ
さ
れ
て
帰
る
身
ぞ
う
き

　
　
　
　
　
　

越
中
島
の
帰
帆

　
　

越
中
の
ふ
と
し
に
似
た
る
帆
か
け
舩
島
の
向
ふ
を
外
れ
て
ぞ
行
く

　
　
　
　
　
　

霊
岸
島
の
晩
鐘

　
　

聞
い
て
み
つ
数
へ
て
み
つ
の
六
ツ
引
け
ば
暮
六
ツ
だ
け
は
〇
が
ん
の
鐘
」
（
二
十
一
オ
）　

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　

　

年
内
立
春

　
　

今
年
と
も
去
年
と
も
つ
か
ぬ
一
年
の
あ
ひ
の
宿
場
を
春
は
立
ち
け
り

　
　
　
　
　

　

元
旦

　
　

初
春
の
御
慶
申
と
い
ふ
口
は
み
な
福
の
門
を
ま
わ
り
つ

　
　
　
　
　

　

惜
春

　
　

ま
だ
見
た
き
も
の
も
あ
り
し
を
春
が
す
み
／
＼
と
て
春
が
す
み
け
り



　
　
　
　
　

　

○

　
　

一
年
の
先
に
立
つ
た
る
春
霞
あ
と
よ
り
つ
ゞ
け
梅
も
さ
く
ら
も

　
　
　
　
　

　

○

　
　
　
　
　
　

金
沢
は
野
島
に
遊
び
け
る
時
酒
飲
め
ど
も

　
　
　
　
　
　

ま
は
さ
れ
す
此
図
を
う
つ
す
程
の
勇
気
あ
り
け
れ
は
」
（
二
十
一
ウ
）

　
　

女
文
字
の
か
な
沢
の
里
け
ふ
こ
え
て
く
た
ひ
れ
な
か
ら
ゑ
ひ
も
せ
ぬ
酒

　
　
　
　
　
　

此
歌
は
寅
彦
ぬ
し
の
狂
詠
に
て
前
に
出
だ
せ
る
も
自
画

　
　
　
　
　
　

に
添
え
て
た
ま
は
り
け
れ
ば
更
に
記
し
置
き
つ

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

明
治
三
十
年
五
月
と
い
ふ
に
煉
瓦
よ
り
麻
布
の
茅

　
　
　
　
　
　

屋
に
引
移
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寅
彦

　
　

瓦
屋
の
完
き
よ
り
も
や
れ
庇
砕
く
る
ぞ
よ
き
梅
雨
の
玉
水

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

御
た
ま
も
の
ゝ
山
吹
あ
ま
り
に
嬉
し
く
て
さ
ら
に
花

　
　
　
　
　
　

桶
相
求
め
例
の
つ
か
み
ざ
し
に
て
旦
暮
た
の
し
み

　
　
　
　
　
　

候
と
こ
ろ
今
夕
獨
酌
の
折
花
一
ッ
咲
出
候
を
見
れ
」
（
二
十
二
オ
）

　
　
　
　
　
　

ば
一
重
に
こ
そ
候
ら
へ
山
吹
は
実
の
な
き
も
の
と
言
伝

　
　
　
　
　
　

へ
候
へ
ど
も
一
重
は
し
か
ら
す
と
承
り
候
に
さ
へ
思
ひ

　
　
　
　
　
　

寄
ら
る
ゝ
ふ
し
あ
り
て
又
し
て
も
ひ
な
ふ
り
う
め

　
　
　
　
　
　

き
出
申
候
御
一
笑
／
＼



　
　

山
吹
を
手
折
り
て
お
く
る
心
根
の
た
ゞ
ひ
と
へ
に
は
花
も
実
も
あ
り

　
　
　
　
　
　

酔
中
の
狂
詠
た
ゞ
怪
し
う
こ
そ
穴
賢

　
　
　
　
　
　
　

十
五
日
夕　
　
　
　
　
　
　

寅
彦
拝

　
　
　
　
　
　

眠
柳
詞
兄

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

明
ら
け
く
治
ま
る
三
十
あ
ま
り
二
年
如
月
十
一
日
の
紀

　
　
　
　
　
　

元
節
、
詞
兄
寅
彦
、
撫
泉
の
両
大
人
辰
巳
の
」
（
二
十
二
ウ
）

　
　
　
　
　
　

里
な
る
お
の
れ
の
許
訪
ひ
た
ま
ひ
し
折
力
士
の
看

　
　
　
　
　
　

梅
と
云
へ
る
即
題
に
て
詠
め
る
歌
ど
も
お
の
れ
の
を

　
　
　
　
　
　

し
も
交
へ
て
か
い
つ
け
置
き
ぬ　
　
　

笑
月

　
　
　
　
　
　
　

当
座
題
詠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寅
彦
大
人

　
　

下
館
梅
見
の
宴
に

ハ
ベ侍

る
身
は
幕
の
内
な
る
お
か
ゝ
へ
ず
ま
ふ

　
　

咲
く
梅
も
山
の
畑
の
三
段
目
ふ
さ
は
し
と
見
る
田
舎
す
ま
ひ
男

　
　

す
ま
ひ
男
の
う
か
れ
て
道
を
踏
切
れ
ば
か
つ
色
見
す
る
園
の
梅
哉

　
　

す
ま
ひ
男
の
梅
見
に
来
れ
ば
立
上
り
あ
る
じ
も
外
づ
す
門
の
閂

　
　

か
つ
色
の
梅
を
見
る
な
り
阿
屋
の
四
本
ば
し
ら
に
相
撲
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

撫
泉
大
人

　
　

勝
つ
色
に
誇
り
て
高
き
梅
の
は
な
へ
し
折
り
た
く
も
思
ふ
す
ま
ひ
男
」
（
二
十
三
オ
）

　
　

本
場
所
の
本
所
に
近
く
す
ま
ひ

ト
リ取

梅
に
は
足
も
踏
出
し
て
見
る

　
　

軒
先
に
突
出
す
梅
を
勝
ま
け
の
星
と
ま
が
ひ
て
見
る
角
力
取



　
　

大
名
の
鎗
梅
見
と
て
お
抱
へ
の
力
士
も
き
た
り
加
賀
紋
羽
織

　
　

冨
貴
自
在
天
神
の
う
め
に
す
ま
ひ
男
の
貧
乏
神
は
恐
れ
て
ぞ
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笑
月

　
　

す
ま
ひ
男
も
舌
を
巻
き
て
や
眺
む
ら
ん
横
綱
も
張
る
梅
の
木
の
下

　
　

雪
を
し
も
凌
ぐ
力
に
敵
は
し
と
力
士
も
避
く
る
梅
の
下
枝

　
　

す
ま
ひ
男
が
右
四
つ
又
は
左
り
四
つ
莟
か
ぞ
へ
て
く
む
梅
見
酒

　
　

た
ち
上
り
覗
く
隣
り
の
梅
か
香
に
出
鼻
つ
か
れ
て
怯
む
相
撲
男

　
　

本
場
所
の
眺
め
は
あ
か
す
勝
力
士
は
な
を
投
げ
た
る
梅
の
下
風

　
　
　
　
　
　

○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
二
十
三
ウ
）

　
　
　
　
　
　

雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桐
乃
屋

　
　
　
　
　
　

崑
山
の

フ
モ
ト

下
玉
を
以
て
鳥
を

ウ抵
つ
の
贅
沢
は
な
く
と
も

　
　
　
　
　
　

竹
帚
木
を
以
て
玉
の
塵
を
掃
く
町
中
の
雪
げ
し
き

　
　
　
　
　
　

障
子
を
開
け
て
一
杯
を
傾
む
く
れ
ば
何
も
の
ゝ
楽

　
　
　
　
　
　

し
み
か
こ
れ
に
如
か
ん

　
　

大
名
の
鎗
梅
の
咲
く
庭
の
面
に
ふ
れ
る
は
雪
の
白
鳥
毛
か
も

　
　
　
　
　
　

ア
シ
タ

朝

の
眺
め
は
ま
た
格
別
わ
か
家
を
出
で
ゝ
登

　
　
　
　
　
　

り
見
れ
ば
是
は
／
＼
と
ば
か
り
雪
の
上
野
山

　
　

枯
木
に
も
花
の
さ
く
ら
か
岡
の
辺
に
散
る
を
惜
し
み
て
く
む
雪
見
酒

　
　
　
　
　
　

廓
の
方
を
望
み
て

　
　

解
け
易
き
泥
水
の
名
に
似
も
や
ら
で
ふ
り
に
ふ
つ
た
る
春
の
雪
女
郎
」
（
二
十
四
オ
）



　
　
　
　
　
　

帰
る
さ
に
雪
だ
る
ま
を
見
て
句

　
　

其
顔
の
何
に
解
け
行
く
雪
だ
る
ま

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　

聞
虫

　
　

し
ゝ
ま
な
る
鉦
た
ゝ
き
虫
な
く
か
ら
に
人
も
暫
し
は
物
い
は
て
聞
く
」
（
二
十
四
ウ
）

　
　

　
　

　

　
　
　
　

（
添
紙
）

　

　
　

明
治
座
の
出
し
物

　
　

　
　
　
　

大
川
友
右
衛
門
の
落
首

　

か
き
お
ろ
し
ま
だ
近
々
の
火
事
芝
居

　
　
　
　

又
お
荷
物
を
か
つ
ぎ
出
し
た
り



後 記

本書は、中央大学所蔵狂歌関係書の解題書目である。書誌および解題は、本学大

学院生（文学研究科国文学専攻）の浅埜晴子・磯部敦・五嶋靖弘・瀧田裕子・梁喜辰・

吉川東、本学図書館勤務の太田澄子・金津有紀子・斉藤理香、および鈴木俊幸が担

当した。

本学所蔵の該資料群の特徴は、長谷川如是閑旧蔵本が多いこと、そしてそれと大

いに関係することであるが、近代以降の狂歌本の多いことにある。このことについ

ては磯部敦の文章を解説替わりに目録末に据えた。

また、山本笑月自筆稿本『狂哥貝杓子』『狂
歌ひとりむし』については、明治期狂歌

壇の一様相と文人連の狂歌を介した遊びとを生き生きと具体的に物語る好個の資料

として貴重であると判断し、本目録附録として翻刻を収めた。翻字は太田澄子が担

当した。

（ 年 月吉日　鈴木記）

中央大学所蔵狂歌関係書解題目録

　 年 月 日発行

　　編輯
発行 中 央 大 学 図 書 館　
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